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子どもたちの

未来が広がるまち

暮らしを支える

安心安全のまち

次世代へ文化と

環境をつなぐまち

産業とにぎわいを

生み出す活力躍動

のまち

新ステージに向けて

共創・挑戦・発信

するまち

効率的で質の高い

行財政経営

重点施策１．子どもたちの未来が広がる子育て・教育の新ステージの実現

１）「子育てするなら福島市」の実現

２）教育の質の充実

３）学びの環境の充実

重点施策２．復興・創生のための放射線対策と風評払拭の推進

１）放射線対策の推進

２）風評払拭に向けた取り組みの推進

重点施策３．災害対策の強化

１）台風等による水害対策の強化 ４）災害時の情報収集伝達体制等の強化

２）地震による建築物等の被害への対策強化 ５）感染症に対応した避難支援の強化

３）雪害対策の強化 ６）消防救急体制の充実

重点施策４．安心して暮らせる健康・医療・福祉の総合的な推進

１）健都ふくしまの実現 ４）誰もが安心して暮らせる共生社会の実現

２）地域医療体制の強化 ５）多文化共生の推進

３）人生１００年時代に対応した高齢者の元気づくり

重点施策５．豊かな文化芸術の振興と発信

１）「古関裕而のまち・ふくしま」の取り組みの推進

２）福島らしい文化芸術の振興と継承

重点施策６．脱炭素社会の実現と循環型社会の構築

１）脱炭素社会の実現 ３）環境の保全

２）循環型社会の構築

重点施策７．「人」と「活力」であふれる農業・商工業の実現

１）「人」と「活力」があふれる農業の実現 ４）産業の基盤となる道路交通ネットワーク
２）「人」と「活力」があふれる商工業の実現 の整備

３）就労支援と雇用の創出

重点施策８．福島らしい個性とにぎわいのあるまちづくり

１）福島駅前再開発と交流・集客拠点施設整備の推進 ４）福島らしさがあふれる観光の振興

２）街なかの魅力と回遊性の向上 ５）個性ある地域づくりの推進

３）「古関裕而のまち・ふくしま」の取り組みの推進 ６）スポーツのまちづくり

重点施策９．移住・定住に向けた支援・受入体制の強化

１）移住・定住に向けた支援・受入体制の強化

２）「子育てするなら福島市」の実現

重点施策１０．市民総活躍と市民共創のまちづくり

１）誰もが安心して暮らせる共生社会の実現 ４）共創によるまちづくりの推進

２）女性が活躍できる地域社会の形成

３）人生１００年時代に対応した高齢者の元気づくり

重点施策１１．新たな施策への挑戦と発信による都市ブランド力の向上

１）新たな施策への挑戦と発信

重点施策１２．ＩＣＴを活用した行政・経済・社会の変革

１）ＩＣＴを活用した行政の変革

２）ＩＣＴを活用した経済・社会の変革
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２
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６

「第６次福島市総合計画」に基づく重点施策の個別事業



１．子どもたちの未来が広がる子育て・教育の新ステージの実現

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ 「子育てするなら福島市」の実現

◎ ①子ども・子育て支援のニー
ズ調査

8,960 多様化するニーズを把握し、きめ細やかな支
援につなげるため、幼児教育・保育ニーズ調査
及び生活実態調査を実施します。

こども未来

②待機児童対策推進
パッケージ

○ 1）私立保育所・認定こども
園整備支援

283,119 私立保育施設（２施設）の新築・改築費用の
一部を補助し、潜在的待機の解消と良好な保
育環境整備を促進します。（保育定員の拡大：
2施設240人分）

こども未来

○ ２）私立幼稚園預かり保育
支援

8,984 私立幼稚園が行う長時間の預かり保育実施
にかかる保育士等の雇用に必要な費用の一
部を補助します。
（R４：６施設 ⇒ R５：８施設）

こども未来

３）保育アテンダント 5,505 保育施設等の利用を希望する保護者の相談
に応える専任相談員（2名）を配置し、保護者
のニーズに寄り添ったよりきめ細かなマッチ
ングを進めます。

こども未来

○ ４）幼稚園送迎ステーション
の運営

13,190 私立幼稚園の開園時間前後に預かり保育を
行う「送迎ステーション」を運営します。
・定員：20名（1ヵ所あたり）
・送迎ステーション数：２ヵ所（R4：1ヵ所）
・開設時間：

朝7：30～9：00
夕1４：00～19：０0（R４：1６：00～）

こども未来

５）保育士宿舎借り上げ
支援

25,200 宿舎を借り上げる保育施設（23施設）に対し、
費用の一部を補助します。

こども未来

６）保育支援員雇用支援 48,000 保育士の業務をサポートする支援員を雇用
する保育施設（40施設）に対し、費用の一部
を補助します。

こども未来

７）UIJターン保育士等就労
支援

1,600 県外から本市に転入して就労する保育士・幼
稚園教諭に対し、就労に必要な費用を補助し
ます。
（上限20万円）

こども未来

８）保育士等奨学資金貸付 45,996 保育士や幼稚園教諭を目指す学生に対し、
修学に必要な資金の一部を無利子で貸し付け
ます。（R5:75名）

こども未来

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

９）輝け！保育人財活躍促進 854 本市独自の保育人材バンクの活用や実地研
修、就職相談会の開催により、潜在保育士の
就労を支援します。

こども未来

1０）保育士するなら福島市！
プロモーション

2,060 保育士養成校と連携した就職相談会やオン
ラインでの就職セミナー、高校生の保育士体
験等を実施します。

こども未来

1１）保育士相談支援 3,150 保育士相談窓口を設置し、就労条件や職場
環境改善へ向けた支援を行います。

こども未来

1２）保育士の働きやすい
職場づくり

876 「保育職場ハッピー！大作戦チーム」により、
職場環境の改善・向上に取り組むほか、トップ
セミナーやマネジメント研修を行います。

こども未来

③子ども・子育て新ステージ
2020推進事業

1）休日保育 9,408 休日保育を実施するほか、認可外保育施設
等に在籍する児童が休日保育を利用する場合、
費用の一部を補助します。

こども未来

2）病児・緊急対応の強化
（ファミリーサポートセン
ター事業）

15,500 病児・病後児や深夜・早朝、宿泊を伴う緊急
預かりを実施します。

こども未来

○ 3）特色ある幼児教育・保育
の推進

8,261 特色ある幼児教育・保育に積極的に取り組
む施設に対して費用の一部を補助し、豊かな
発想や感性を持った子どもたちの成長を支援
します。R5より、事業４年目以降の園に対し
ても、継続して支援します。
また、事例集作成や動画発信を通して、市内

外に取り組みをPRすることで、子育て世代の
定住人口拡大につなげます。

こども未来

〇 4）保育施設多子世帯負担
軽減

143,900 子どもが2人以上いる全ての世帯に対し、第
2子以降の認可保育施設の保育料を軽減しま
す。（第2子：半額、第3子：無料）
R4：所得制限あり
R5：所得制限撤廃（年齢基準なし）

こども未来

5）放課後児童クラブ
多子世帯利用料補助

36,960 満１８歳以下の子どもが2人以上いる世帯に
対し、所得に応じて第2子以降の放課後児童
クラブ利用料を軽減します。
（第2子：月2千円、第3子以降：月4千円）

こども未来

○ 6）福島型給食の推進 470,188 食材価格が高騰する現状においても、栄養
バランスが取れたおいしい福島型給食の質と
量を継続的に確保するとともに、補助率を
1/3に拡大し、保護者の負担をさらに軽減し
ます。

こども未来
教育委員会

7）放課後児童クラブ支援員
等処遇改善

183,955 放課後児童クラブの質の向上を図るため、
支援員等の処遇改善措置に対して補助します。

こども未来
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

④公立保育所運営 1,222,926 公立保育所における保育のほか、延長保育
や障がい児保育、一時預かりを実施します。
（11か所）

こども未来

⑤市立認定こども園運営 498,143 市立認定こども園における教育・保育のほか、
延長保育や障がい児保育を実施します。
（3園）

こども未来

⑥私立保育所運営
【一部再掲】

4,182,957 私立保育所における保育のほか、延長保育
や障がい児保育、一時預かり、病児保育（体調
不良児対応型）を実施します。（34園）

こども未来

⑦私立認定こども園運営 1,551,159 私立認定こども園における教育・保育のほか、
延長保育や障がい児保育、一時預かり、病児
保育（体調不良児対応型）を実施します。
（１１園）

こども未来

⑧地域型保育施設運営 1,000,503 地域型保育施設における保育のほか、延長
保育を実施します。（22園）

こども未来

⑨市立幼稚園運営 354,551 市立幼稚園における教育のほか、預かり保
育を実施します。（10園）

こども未来

⑩保育所等における事故防
止の推進

11,917 専門職による巡回支援指導や園外活動時の
見守り強化のほか、保育所周辺のキッズゾー
ン内に注意喚起のための路面標示（1ヵ所）を
設置します。

こども未来

⑪公立保育施設の環境改善 10,775 公立保育所と認定こども園の空調設備更新
を行い、熱中症対策と設備の省エネ化を進め
ます。

こども未来

◎ ⑫保育の質の向上 162 R4に作成した「福島市保育の質ガイドライ
ン」を活用し、全幼児教育・保育施設の職員を
対象に研修会を実施し、保育の質の向上を図
ります。

こども未来

⑬幼児教育・保育無償化 642,466 「幼児教育・保育の無償化」により、施設等の
利用に係る費用負担を軽減します。
また、無償化事務の専任職員を配置するな

ど、体制を強化します。

こども未来

⑭認可外保育施設多子世帯
保育料軽減

2,983 満18歳未満の子どもが3人以上いる世帯に
対し、第3子以降の認可外保育施設利用料の
一部を補助します。

こども未来

⑮放課後児童クラブの運営 700,525 放課後児童クラブを運営します。
（Ｒ5：94クラブ）

こども未来

⑯放課後児童クラブ家賃補助 23,261 家賃の一部を補助し、放課後児童クラブの
運営費用の負担軽減を図ります。
（Ｒ5：56クラブ）

こども未来
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

◎ ⑰放課後児童クラブ育成支援
体制強化補助

9,000 放課後児童クラブの労務事務や会計事務等
にかかる外部委託費用の一部を補助し、保育
に専念できる環境づくりを支援します。
（補助率1/2、上限300千円）

こども未来

⑱妊産婦支援の充実

◎ 1）出産・子育て応援交付金
（伴走型相談支援・
経済的支援）

199,207 安心して出産・子育てできるよう、妊娠時、
妊娠8ヵ月時（希望者）、出生後に面談を実施
し、伴走型支援を行うとともに、一体的な経済
的支援として、出産応援給付金、子育て応援
給付金を支給します。
（妊娠時：出産応援給付金 ５万円）
（出生後：子育て応援給付金 ５万円）

こども未来

２）こども家庭センター（子育
て世代包括支援センター）
の運営
【再掲】

13,405 妊娠期から子育て期のワンストップ相談窓
口として、保健師・助産師等が切れ目のない相
談支援を行います。

こども未来

３）妊産婦健診 221,113 妊婦健診15回と産婦健診2回の費用を助成
します。また、多胎妊娠の方を対象に、追加の
妊婦健診費用を助成します。

こども未来

４）産前・産後サポート 4,957 産前・産後のサポート強化を図るため、専門
職を配置します。（1名）
また、孤立感の解消を図るため、研修を受け

た子育て経験者による寄り添い型ボランティ
ア活動「ホームスタート」を実施します。

こども未来

〇 ５）産後ケア
【一部再掲】

12,473 心身の不調や育児不安のある産婦が安心し
て子育てができるよう、ショートステイやデイ
ケアによる支援を拡充するほか、生後１～2ヵ
月の乳児家庭へ専門職による全戸訪問を実
施します。

こども未来

◎ ６）プレママ・パパ支援 361 妊娠期から子育てについて思い描き、新し
い家族を迎える準備ができるよう、プレママ・
パパ教室を実施します。

こども未来

７）オンライン保健指導 568 離乳食相談会や妊婦教室等をオンラインで
実施します。

こども未来

８）妊婦のPCR検査支援 11,727 安心して出産できるよう、希望する妊婦に対
してPCR検査を実施します。

こども未来

９）こんにちは赤ちゃん訪問 2,522 「こんにちは赤ちゃん応援隊」と保健師等が
連携して生後４ヵ月までの乳児がいるすべて
の家庭を訪問し、地域と親をつなぐことによ
り子育ての孤立化を防ぎ、親子の成長を温か
く見守り続ける地域づくりを推進します。

健康福祉
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

1０）地域母子健康づくり推進 226 安心して子育てができ、子どもが健やかに
育つよう、育児相談会等での健康教育の実施
や、地域の子育て支援ネットワークづくりを推
進します。

健康福祉

⑲乳幼児健康診査 32,531 子どもの疾病や発育発達の遅れ等を早期発
見し、健やかな成長を促すため、4ヵ月、10ヵ
月、1歳6ヵ月、3歳児の乳幼児健診や発達相
談を実施します。

こども未来

⑳新生児聴覚検査 13,076 新生児に対し、先天性聴覚障がいの検査を
無料で実施します。

こども未来

㉑小児慢性特定疾病対策 82,628 小児慢性特定疾病の医療費助成や日常生活
用具の給付、自立支援事業等を実施します。

こども未来

㉒小児慢性特定疾病児童
世帯交通費助成

272 小児慢性特定疾病児童の県外指定医療機関
への通院交通費の一部を助成します。

こども未来

㉓任意予防接種助成
（おたふくかぜ）

7,049 感染力が強く、罹患すると重度障害が残る
可能性のあるおたふくかぜについて、予防接
種費用の一部を助成します。
（1回のみ4,000円）

健康福祉

㉔子育てコーディネーター
配置

6,354 子育てコーディネーターを配置し、子育てに
関する総合的な情報提供や相談支援を行いま
す。（2名）

こども未来

㉕地域子育て支援拠点の
運営

237,380 地域子育て支援センター（23カ所）を運営し、
地域における子育て相談や子育て情報を提供
します。

こども未来

〇 ㉖子育て短期支援 1,753 病気や仕事等で一時的に子育てが困難と
なった場合、児童養護施設や母子生活支援施
設、里親等による一時預かりを実施します。

こども未来

㉗こども家庭センター（子ども
家庭総合支援拠点）の運営

15,609 子ども家庭総合支援拠点に専門職員を配置
し、児童虐待に関する相談支援体制を強化し
ます。（4名）

こども未来

㉘保育士等処遇改善
【一部再掲】

237,425 令和3年度より実施している保育士、幼稚園
教諭、母子生活支援施設職員等の賃金引上げ
（３％程度）に必要な支援を行います。

こども未来

㉙子ども・若者育成支援

１）地域における子どもの
居場所づくり支援

3,700 「子どもの居場所づくりバックアップ本部」を
運営し、子ども食堂による子どもの居場所づ
くり活動を支援します。

こども未来
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

◎ 2）子ども食堂運営支援 2,000 市内企業・団体等と連携してフードドライブ
活動を実施し、子ども食堂の運営支援を通じ
て、子育て世帯を支援します。

こども未来

3）ユースプレイス自立支援 4,400 若者の居場所を設置し、ひきこもり等困難を
抱えた若者の自立と社会参加を支援します。
また、仕事体験を通じて就労意欲の向上を

図ります。

こども未来

㉚子育て関連施設感染防止
対策支援

134,500 保育施設、幼稚園、放課後児童クラブ等の子
育て関連施設において、新型コロナウイルス
の感染者等が発生した場合に、対策の徹底を
図りながら事業が継続できるよう支援します。

こども未来

㉛結婚新生活支援

〇 １）出会いの場創出 4,154 独身男女に対する出会いの場の提供や、ラ
イフサポーター、マリッジサポーターによる出
会い・結婚相談事業に加え、 セミナー、個別
レッスン・相談を実施します。

市民・文化
スポーツ

〇 ２）結婚新生活支援 143,640 新婚世帯の住宅の取得や貸借費用（敷金・礼
金・家賃等）及び引越費用等の一部を補助しま
す。
R5より所得制限を一部撤廃し、対象世帯を

拡充します。
①住宅スタートアップ 15万円
（夫婦所得 R4：400万 ⇒ R5：制限なし）

②家賃最長2年間 最大48万円
（夫婦所得 R4：400万 ⇒ R5：500万）
（2年継続は市独自）

③マイホーム購入・リフォーム 30万円
（夫婦所得 R4：400万 ⇒ R5:500万）

市民・文化
スポーツ

◎ ㉜ふくしま☆スタイル
住宅整備

300,000 収支バランスを考慮した魅力ある市営住宅
を整備し、優先入居により新婚・子育て世帯を
支援します。

都市政策

◎ ㉝ふくしま☆スタイル
住宅リノベーション

18,000 小学校に近く長期間空室となっている市営
住宅に付加価値をつけて改修し、優先入居に
より新婚・子育て世帯を支援します。

都市政策

２ 教育の質の充実

①福島型オンライン授業 402,052 児童生徒１人１台の端末をすべての教科、多
くの授業で活用し、情報活用能力の育成を図
ります。

教育委員会
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

◎ ②デジタル教科書の導入
【3月補正前倒し】

（8,000） 小学校5年生以上に算数科、中学校全学年
に数学科デジタル教科書を導入し、今後のデ
ジタル教科書導入に向けての検証を行います。
※すべて３月補正に前倒します。

教育委員会

③頑張るふくしまっ子復興
夢応援

2,000 頑張るふくしまっ子復興夢応援基金を活用
し、全国大会等で優秀な成績をおさめた市内
の小・中学校に対し、学校活動の推進に必要
な備品等を交付します。

教育委員会

④ふくしまっ子未来トーク
開催

220 市内小学校の児童と市長が、オンラインを活
用して意見を交わします。

教育委員会

◎ ⑤福島型個性をのばす教育 3,700 本市ゆかりの著名人や地元企業との連携に
より、スポーツ、文化芸術など各学校で特色あ
る教育を実施し、可能性に挑戦する子どもを
育成します。

教育委員会

◎ ⑥学校図書館のICT化
【3月補正前倒し】

⑦語学指導を行う外国青年の
招致

（131,865）

97,969

小中特別支援学校の学校図書館の電子化と
学校間や市立図書館と連携するシステムを整
備し、児童生徒の読書活動や家庭学習を推進
します。
※すべて３月補正に前倒します。

外国青年（ALT）を幼稚園、認定こども園、
小・中学校へ派遣します。
（１９名）

教育委員会

⑧外国語活動支援事業 10,642 外国語活動支援協力員（ＥＡＡ）を小学校へ
派遣します。
（２０名）

教育委員会

⑨学力向上のサポート 11,088 学習支援員（数学科）を配置し、生徒一人一
人へ個に応じた手厚い指導を実施します。
（１１名）

教育委員会

⑩中学生ドリームアップ 7,003 中学校２年生を対象にした職場体験活動や
１年生の事前学習、３年生の進路選択に向け
た進路学習など、３年間の系統をもたせたカ
リキュラムを実施し、将来への「夢」と「志」をは
ぐくみます。

教育委員会

⑪読解力向上推進 3,639 ＲＳＴ（リーディングスキルテスト）の実施、読
解力向上に係る調査研究や研修会を実施しま
す。
（ＲＳＴ受検1,653人）

教育委員会
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

３ 学びの環境の充実

①小中学校の適正規模・適正
配置

28,598 実施計画に基づき、小・中学校の統廃合の推
進や統合後の通学バスの導入など、よりよい
学校づくりを進めます。

教育委員会

②新学校給食センター整備 11,491 PFI方式を導入し、整備・運営事業者の選
定を行います。
（R8.４月供用開始予定）

教育委員会

③小・中学校屋内運動場
改築

659,901 小・中学校屋内運動場の改築を進めます。
○屋内運動場改築工事
（４校・４棟）
瀬上小、余目小、西信中、渡利中

（瀬上小）84,650千円

（余目小）

教育委員会

（西信中）

（渡利中）

④ふくしま支援学校校舎等
改築

426,650 管理棟等の改築工事を実施します。

○管理棟・屋内運動場

教育委員会

全体事業費
（継続費分）

966,000千円

Ｒ２ 95,700千円

Ｒ３ 93,063千円

R4 612,937千円

Ｒ５ 164,300千円

全体事業費
（継続費分）

447,127千円

Ｒ4 268,276千円

Ｒ5 178,851千円

全体事業費
（継続費分）

50,000千円

Ｒ4 15,000千円

Ｒ5 35,000千円

全体事業費
（継続費分）

361,100千円

Ｒ4 216,660千円

Ｒ5 144,440千円
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

○ ⑤公立夜間中学の開設 42,757 県内初の公立夜間中学のＲ６．４月開校に向
けて生徒募集を行い、入学予定者のニーズに
対応できるように教育環境の整備を進めます。

教育委員会

○ ⑥松陵中学校（松川地区
義務教育学校）改築

1,775,802 本市初の義務教育学校開校へ向け、校舎の
改築工事に着手します。

○校舎等改築工事

教育委員会

○ ⑦学校施設リフレッシュ、
バリアフリー化

445,888 学校校舎の外壁など、学校施設の改修工事
を実施します。
また、トイレのバリアフリー化を推進します。

〇校舎屋上防水及び外壁改修
平野小

〇外壁改修
清水小、杉妻小

（杉妻小）

〇長寿命化改良工事設計
飯坂小

○トイレ改修
・出入口改修（13校）
・バリアフリートイレ整備設計（6校）

教育委員会

⑧いじめ・不登校対応推進 8,501 市内の不登校生徒が多い学校に生徒支援教
員を配置します。
（８校）

教育委員会

⑨不登校児童生徒の学校
復帰支援

10,517 指導員を配置し、教科の学習や体験活動ま
たは自主学習等を通して、学校復帰や社会的
自立の手助けをする適応指導教室を運営しま
す。
（指導員３名）

教育委員会

全体事業費
（継続費分）

190,000千円

Ｒ5 114,000千円

Ｒ6 76,000千円
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑩特別支援教育の推進 166,127 肢体不自由や発達障がい等の児童生徒の学
習を支援するため、特別支援教育協力員及び
支援員を配置します。
（協力員４７名、支援員５１名）

こども未来
教育委員会

⑪医療的ケア児の支援 6,660 看護師資格を有する支援員を配置し、医療
的ケアを行います。
（２名）

教育委員会

⑫子どものハートサポート 4,862 スクールカウンセラーが配置されていない
小学校に相談員を配置し、児童の心に寄り添
います。
（６名）

教育委員会

⑬心のケア推進 24,559 スクールカウンセラーを配置し、カウンセリ
ング等を通して心のケアを実施します。
（３名）

教育委員会

⑭スクールソーシャル
ワーカーの派遣

10,384 スクールソーシャルワーカーを配置し、関係
機関との連携・調整及び児童生徒が置かれた
環境への働きかけを行います。
（３名）

教育委員会

⑮学校図書館の図書整備 16,278 学校図書館図書を更新し、子どもが最新の
良書に触れ、本を手に取りやすい環境を整備
します。

教育委員会

⑯図書館サービスの充実 17,823 本館、西口ライブラリー、子どもライブラリー
及び各学習センタ―図書室の図書充実を図り
ます。

教育委員会

⑰子どもの読書活動推進 1,484 ４ヵ月児への絵本プレゼント（ブックスター
ト）や３歳児への読書啓発（ブックステップ）、
中高生のビブリオバトルの開催など、発達段
階に応じた取り組みを実施します。
また、「ふくしま読書の日」を通して書店との

共創イベント等を実施します。

教育委員会

⑱学校図書館の支援 33,986 学校司書を配置するほか、新たに学校司書
指導員を配置し、学校図書館の機能充実を図
ります。
（学校司書２０名、学校司書指導員1名）

教育委員会

⑲新入学児童家庭Wi-Fi
環境整備支援

400 新小学１年生等の家庭内インターネット環境
整備費用を補助します。

教育委員会

⑳子どもの学習・生活支援 2,922 学習環境が整わない生活困窮世帯の中学生
を対象に、大学生の協力も得ながら、学習支
援員による学びの機会・場所を提供します。

健康福祉

◎ ㉑健康観察アプリ導入 2,664 小中特別支援学校の児童生徒に対して、新
型コロナウイルス感染に伴う体調管理及び連
絡のツールを整備します。

教育委員会
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２．復興・創生のための放射線対策と風評払拭の推進

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ 放射線対策の推進

①仮置場返還等推進 2,010,000 中間貯蔵施設への輸送が完了した仮置場の
原状回復を行います。
個別の事情により搬出が未了となっている
除去土壌の現場保管を解消します。

環境

②放射線対策ニュースの作成 528 農作物モニタリングや健康管理など、放射線
対策に関する情報を発信します。

政策調整

③放射性物質吸収抑制対策 42,011 牧草等へのカリ肥料の散布や果樹の改植な
ど放射性物質の吸収抑制対策を支援します。

農政

④地域の恵み安全対策
協議会運営補助

5,025 出荷・販売を目的とする野菜や果物など、園
芸品目の放射性物質検査を支援します。

農政

⑤ふくしま森林再生 145,660 原子力災害により停滞した森林整備と放射
性物質対策を進めます
（東部地区、西地区、吾妻地区、飯坂地区）

農政

⑥林業専用道の整備 43,050 森林整備等に利用する林業専用道を整備し
ます。
（林道 上古屋線）

農政

⑦自主避難者支援 ３５６ 全国各地に避難している自主避難者の生活
不安の解消と帰還に向け、電話、訪問、対面等
による相談対応を行うとともに、各県で開催
される交流会に参加します。

市民・文化
スポーツ

⑧笑顔つなぐまち交流 650 本市への長期避難者と周辺住民等の交流事
業を支援します。

市民・文化
スポーツ

⑨環境放射線量の測定 30,502 市内の公共施設等の環境放射線量を定期的
に測定し公表します。
（公共施設等160カ所、公園560カ所）

環境
都市政策

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑩放射線量マップの作成 10,966 「全市放射線量測定マップ」を作成し、放射
線量の推移や現在の状況を公表します。

環境

⑪農産物・食品等放射能測定 55,192 市内１１ヵ所の測定所において、自家消費野
菜等の放射能測定を実施します。

環境

⑫東北大学連携放射能測定 1,799 東北大学と連携し、専門的助言を得ながら、
測定データの分析を行い、安定的な測定体制
を確保します。

環境

⑬放射線からの健康管理 56,815 内部被ばく・外部被ばく検査の実施や出前講
座、個別相談等を行います。

健康福祉

⑭給食まるごと検査 50,519 安全安心な給食の提供のため、保育施設や
学校で使用する食材のモニタリング検査を実
施し、速やかに公表します。

こども未来
教育委員会

⑮防災・放射線教育の推進 100 放射線教育を含めた防災教育研修会を実施
します。

教育委員会

２ 風評払拭に向けた取り組みの推進

①風評対策（農業） 1,572 安全安心くだものPRパンフレット作成等を
実施し、本市農産物の安全性を発信します。

農政

②福島駅前軽トラ市の開催 6,982 福島駅前にて、観光客や地元消費者に対し、
軽トラの荷台等で農産物や加工品の対面販売
を行います。（年４回）
また、常設のＷｅｂ版の軽トラ市では、本市
農産物の魅力を全国へ発信します。

農政

③ふくしまの農産物魅力
アップ

2,946 重点消費地や交流都市へのトップセールス
等を積極的に行います。

農政

④東北六市連携 13,467 「東北絆まつり2023青森」へ参加します。
また、六市共同で首都圏等での観光プロ
モーションを実施します。

商工観光
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑤風評対策（観光） 921 首都圏等でのイベントに参加し、本市の観
光・物産をＰＲします。

商工観光

⑥春の花見山おもてなし 58,660 ポストコロナにおける新しい観光スタイルに
対応した受入体制を構築し、花見山来訪者へ
のおもてなしを実施します。
３月下旬からシャトルバスの運行を開始しま
す。
（運行期間 ３月下旬～４月中旬）

商工観光

⑦地域資源を活用した観光
コンテンツ創造支援

10,000 本市の地域資源を活用した新しい観光コン
テンツの開発による、事業の多角化に向けた
取組みを支援します。
（補助率1/2以内 上限額2,000千円）

商工観光

⑧地域振興施設
「道の駅ふくしま」管理運営

51,249 地域振興の拠点として、賑わいの創出と、交
流人口の拡大を図ります。

商工観光

⑨福島三名湯ブランディング 6,000 飯坂、土湯、高湯の三名湯が長期的視点を
持って取り組むブランディング事業の費用の
一部を補助します。
（補助率2/3 上限額3,000千円）

商工観光
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３．災害対策の強化

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ 台風等による水害対策の強化

①河川氾濫防止対策 3,698 浸水被害軽減対策として、台風や豪雨時の
内水排除作業に備えます。
（内水排除箇所：2３ヵ所）

建設

②河川浸水対策 498,000 頻発する豪雨や台風等による浸水予防及び
被害軽減のため、普通河川の整備を進めます。
（対象河川：１８河川）

農政
建設

③冠水警告表示板設置 9,331 道路利用者への注意喚起のため、地下道等
の入口付近に冠水警告回転灯を設置します。
（森合地下歩道）

建設

④土留側溝冠水対策 10,000 道路側溝の流量を増加させる工事等を行い
ます。

建設

⑤農業水路等の
長寿命化・防災減災

10,017 老朽化した農業水利施設を更新します。 農政

◎ ⑥雨水排水計画策定 27,000 流域治水の考え方のもと、効果的な浸水対
策を実施するための計画を策定します。

下水道事業

⑦洪水ハザードマップ活用 4,050 土砂災害ハザードマップの作成、洪水の浸水
深や避難行動に関する標識設置を行います。

建設

◎ ⑧内水ハザードマップ更新 9,000 既往最大降雨で作成した内水ハザードマッ
プを想定最大降雨に更新します。

下水道事業

〇 ⑨田んぼダム推進 2,360 R4年度に実施した機能検証を踏まえ、田ん
ぼダムの取組みを本格的に開始し、大雨時に
河川への雨水流出量を抑制します。
（松川町水原地区）

農政

◎ ⑩河川水位予測システム導入
【3月補正前倒し】

（43,800） 新たに設置する市独自雨量計や既存水位計
等とデータ連携することで、突発的豪雨にも
対応可能となる、中小河川の氾濫予測システ
ムを導入します。
※すべて３月補正に前倒します。

危機管理室

⑪信夫山排水区（祓川）浸水
対策

37,000 祓川沿線の浸水被害対策を進めるため、埋
設物の移設補償調査を行います。

下水道事業

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑫阿武隈川左岸第七排水区
（中川原樋管）浸水対策

90,000 国との委託契約による樋管改修工事を実施
し、床上浸水や道路冠水被害の軽減を図りま
す。
（瀬上町字東中川原地内）

下水道事業

⑬ポンプ場等耐水化

【３月補正前倒し】

7,000

（13,000）

下水道施設の耐水化対策の詳細設計を実施
し、河川氾濫等の災害時における下水道機能
への影響を最小限に抑えます。
（市内４ヵ所）
※費用の一部を３月補正に前倒します。

下水道事業

２ 地震による建築物等の被害への対策強化

〇 ①木造住宅耐震化促進 25,600 Ｓ５６年５月以前に建てられた木造住宅の耐
震診断・改修・建替工事費用の一部を補助しま
す。
（耐震診断：５０→100戸、耐震改修等：12戸）

都市政策

②ブロック塀等撤去助成 3,000 倒壊による事故を未然に防止するため、個
人が実施する撤去費用の一部を助成します。
（補助限度額100千円）

都市政策

◎ ③盛土規制法に基づく
基礎調査

5,100 盛土による災害防止のため、規制区域の指
定に必要な調査を行います。

都市政策

④橋梁補修・耐震化 658,000 橋梁の補修工事及び耐震補強工事を実施し
ます。
（蓬萊橋ほか45橋）
※重要橋梁（77橋）の耐震化率
（R４実績：58.4％ ⇒ R7目標：66.2％）

建設

⑤橋梁点検 60,000 省令等に義務付けられた橋梁点検を定期的
に実施し、長寿命化修繕計画に反映します。

建設

◎ ⑥福島駅東西連絡自由通路
の躯体点検

6,500 福島駅東西連絡自由通路の躯体を点検し、
長寿命化修繕計画に反映します。

都市政策

◎ ⑦旧市民ギャラリー解体 139,000 老朽化した旧市民ギャラリーを解体します。 都市政策

３ 雪害対策の強化

①除雪力強化パッケージ

1）除排雪に要する経費 83,963 除排雪作業による交通輸送路の確保、小型
除雪機械や用具の貸し出し、LINE通報システ
ムの活用など、市民との共創による除雪体制
の強化を図ります。

建設
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

◎ ２）除雪車運行管理システム
導入

【３月補正前倒し】

（10,769） 除雪車運行管理システムを導入し、効率的な
除雪作業を行います。
※すべて３月補正に前倒します。

建設

◎ ３）除雪基本待機保証 8,000 除雪委託業者の不稼働時間に対する待機保
証を行い、除雪体制を維持します。

建設

４）凍結防止剤自動散布装
置の設置

5,620 凍結防止剤自動散布装置（まきえもん）をス
リップ事故が多い下り坂のカーブ手前などに
設置し、冬期間の安全な交通を確保します。
（設置6ヵ所）

建設

５）小型除雪機械購入補助 1,200 町内会等が地域の生活道路や通学路等の除
雪を行うために導入する小型除雪機械の費用
の一部を助成します。
（購入費用の1／2 上限300千円）

建設

６）凍結防止剤散布体制の
充実

4,040 凍結防止剤散布車を2台リースし、凍結防止
剤散布体制を維持します。
（全５台：所有車３台、リース車２台）

建設

７）除雪技術向上に関する
研修会参加への助成

200 委託業者の除雪機械オペレーターの技術向
上に向けた研修会参加費用の一部を助成しま
す。
（対象費用の１／２ 上限1人あたり10千円）

建設

４ 災害時の情報収集伝達体制等の強化

①要援護者支援パッケージ

1）プロジェクト会議開催 243 災害時に配慮が必要な方を支援するための
各施策の内容検証や進捗管理を行います。

危機管理室

２）避難行動要支援者の
支援

29,339 災害時の避難に支援が必要な避難行動要支
援者が避難できるよう、新規登録、対象者名
簿の更新、個別避難支援プランの作成を進め
ます。

健康福祉

○ ３）地域防災力の強化 4,618 地域の実態に応じた地区防災マップや地区
防災計画の作成を支援します。
（R4：４地区 ⇒ R5：６地区）

危機管理室

②災害対策オペレーション
システムの運用

21,917 災害情報などを一元的に収集・管理する総
合防災情報システムや、防災アプリを運用しま
す。

危機管理室

◎ ③気象情報収集の多角化 3,960 気象台に加えて気象専門会社の独自解析情
報を取り入れ、避難判断等に活用します。

危機管理室
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

④河川監視カメラの公開 3,418 浸水被害が多発している地区の監視カメラ
の管理を行うともに、災害対策オペレーション
と連携した現地状況をリアルタイムで一般公
開します。
（公開カメラ：5台）

建設

○ ⑤避難所開設運営 5,350 備蓄食料を更新するほか、防災士などによ
る避難所運営ができる体制を整備します。

危機管理室

⑥民間福祉事業者と連携した
一時避難場所等の充実

4,759 福祉施設などの二次的福祉避難所に、段
ボールベッドやテント型パーティションを配備
します。

危機管理室

⑦ブラックアウト対策 412 夜間の停電（ブラックアウト）時の避難所運
営に必要な物品（ポータブル電源、投光器）を
配備します。

危機管理室

⑧ペット同伴避難所開設運営 223 ペットと暮らしている飼い主が災害発生時
に躊躇なく避難できるよう、「ペット同伴避難
所」に必要な物品（ケージ等）を整備します。

危機管理室

⑨防災意識醸成・危機対応
向上

800 ぼうさい体験パッケージの内容充実を図る
ほか、女性視点のワークショップ等を開催しま
す。

危機管理室

◎ ⑩ふくしま防災フェア 1,122 災害模擬体験等により防災意識の醸成を図
ります。

危機管理室

⑪地域健康危機管理体制の
推進

148 災害時や感染症等の健康危機が生じた場合
に迅速かつ適切に対応できるよう、対応マ
ニュアルの定期的な見直しや専門研修を実施
します。

健康福祉

５ 感染症に対応した避難支援の強化

①避難所対策 4,500 感染症対策用品を含めた備蓄品を保管する
防災備蓄倉庫を整備します。
（3ヵ所：鎌田小、大森小、北沢又小）

危機管理室

６ 消防救急体制の充実

〇 ➀１２誘導心電図伝送
システムの整備

361 市が常時使用する全ての救急車（10台）に
１２誘導心電図伝送装置を配備し、リアルタイ
ムに心電図を病院と共有して救急患者の救命
率向上を目指します。

消防本部

②AEDサポート事業所との
連携

197 AED貸出協力企業に対してAEDサポート掲
示板を交付し、官民一体となり市民の生命を
守ります。
（設置施設５４カ所）

消防本部
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

③消防団等の被服整備 13,829 消防団員が災害や訓練において安全に活動
できるように防火衣等を整備します。

消防本部

○ ④消防団員報酬の改定 9,514 団員に支給する年額報酬額を増額し、消防
団員の処遇を改善します。

消防本部

⑤消防車両等の更新 41,579 高規格救急自動車１台を更新し、市民の安
全・安心を確保します。

消防本部

⑥消防団車両等の更新 9,900 消防団活動を支援する小型動力消防ポンプ
積載車１台を更新し、地域の安全・安心を確保
します。

消防本部

◎ ⑦消防本部・福島消防署の
整備

92,036 R１０．４月の供用開始に向けて、基本設計等
を実施します。

消防本部

⑧防火水槽・消火栓の整備 31,089 各地区の消防水利を整備します。
（防火水槽 簡易有蓋化1基、
消火栓 新設5基・設置替16基・給水管取込
１ヵ所）

消防本部

役職
年額報酬

改正前 改正後

団員 30,000円 36,500円
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４．安心して暮らせる健康・医療・福祉の総合的な推進

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ 健都ふくしまの実現

①健都ふくしま創造事業

1）健康づくりの推進 1,688 健康教育、健康づくりポイント事業を通して、
地域ぐるみの健康維持増進を図ります。
また、次期健康増進計画「（仮称）ふくしまし

健康づくりプラン202４」を策定します。

健康福祉

２）健都ふくしま創造市民
会議の開催

405 市民総ぐるみの健康づくり機運醸成を図る
ため、「健都ふくしま創造市民会議」を開催し
ます。

健康福祉

3）歯と口腔の健康づくり 425 「福島市歯と口腔の健康づくり推進条例」に
基づき、総合的かつ効果的に歯と口腔の健康
づくりを推進します。

健康福祉

〇 ４）子どものむし歯予防対策 1,636 保育施設や幼稚園、小学校でフッ化物洗口
を実施します。
（R４:5６施設 ⇒ R5:61施設）

健康福祉

○ ５）食環境整備・食育の推進 3,765 市民の「食」を選択し実践する力＝「食力」が
身につくよう、家庭や地域等における食育を
推進します。また、「第３次福島市食育推進計
画（仮）」を策定し、さらに食育を進めます。
併せて、「適しおサポーター」の拡大に取り組

みます。（登録施設数R4:８３ ⇒ R5：350）

健康福祉

６）受動喫煙対策 5,428 受動喫煙防止のための周知啓発を行うほか、
受動喫煙防止重点区域内で指導員による巡
回指導を実施します。

健康福祉

７）地域の健康づくり 2,924 地域の健康課題について学習会等を実施す
るほか、地区組織や団体、関係機関とのネット
ワークづくりを進めます。
また、地域の健康づくり推進協議会の設置

や運営を支援し、主体的な取組みに対し補助
金を交付します。

健康福祉

８）職域の健康づくり 378 職場の健康づくり推進委員会を設置し、働く
世代の健康づくり等の健康経営に取り組む企
業を奨励します。また、職場での健康講座を開
催します。（健康講座 R５:11回)

健康福祉

９）生活習慣病重症化予防 420 市民や医療関係者等を対象に講演会やシン
ポジウムを開催するほか、関係機関と協力し
効果的な対策について検討を進めます。

健康福祉

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

②特定健康診査等の実施 247,412 国保被保険者の特定検診・保健指導を実施
するとともに、医療レセプトデータ等を活用し、
生活習慣病重症化予防や健康教育、高齢者の
フレイル予防に取り組みます。
（特定検診 R５受診率:４５%)

国保特会

③がん検診の推進 676,694 自己負担の一部無料化やがんに関する知識
の普及啓発を推進し、検診受診率の向上を図
り、がんの早期発見・早期治療を目指します。

健康福祉

○ ④定期予防接種の推進 837,406 麻しん風しん混合ワクチンや高齢者インフル
エンザワクチンなど、乳幼児・就学児や高齢者
等の予防接種を実施します。
また、定期予防接種として、新たに子宮頸が

ん9価ワクチンの接種を開始します。

健康福祉

⑤任意予防接種助成 13,759 先天性風しん症候群の予防のため、妊娠を
希望する女性や、その配偶者等の風しん予防
接種やおたふくかぜ予防接種の費用の一部を
助成します。

健康福祉

２ 地域医療体制の強化

①地域医療確保対策費 358,588 平日夜間、土日祝日及び年末年始における
二次救急医療体制を確保するため、救急告示
病院等に対し運営費用を補助します。
また、医師・看護師の確保対策に取り組みま

す。

健康福祉

②福島県立医科大学との連携
（寄附講座）

63,000 市内の二次救急医療機関に福島県立医科大
学の医師を派遣し、実地研修や研修医を対象
とした研修会を実施することにより、地域救
急医療体制の基盤強化を図ります。

健康福祉

③休日在宅当番医制の運営 5,293 休日における一次救急医療体制を確保する
ため、日・祝日、年末年始の昼間に医療機関が
当番制により診療を行います。

健康福祉

④夜間急病診療所の運営 221,575 夜間における一次救急医療体制を確保する
ため、内科、外科、小児科の夜間急病診療所を
午後７時から翌朝７時３０分まで（小児科は午
後１０時まで）開設します。

健康福祉

⑤休日救急歯科診療所
の運営

28,398 休日の歯科受診に対応するため、日・祝日、
年末年始の午前９時から午後５時まで、保健
福祉センター内で休日救急歯科診療所を開設
します。
併せて、障がい者歯科診療を実施します。

健康福祉
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑥新型コロナウイルス対策

１）新型コロナウイルス
ワクチン接種の推進

1,467,743 ワクチン接種をスムーズに進め、新型コロナ
ウイルスの感染拡大を防止します。

健康福祉

２）医療機関の支援 23,250 臨時に発熱外来を設置する医療機関に対し
て開設費用等の助成を行います。
また、医療物資等の調達困難時に備え、市独

自に備蓄し供給できる体制を確保します。

健康福祉

３）PCR検査 317,328 PCR検査を円滑に実施し、早期発見・早期
対応に努めます。

健康福祉

４）入院医療費公費負担 96,120 新型コロナウイルス感染症による入院医療
費の自己負担分を公費で負担します。

健康福祉

〇 ⑦１２誘導心電図伝送
システムの整備【再掲】

361 市が常時使用する全ての救急車（10台）に
１２誘導心電図伝送装置を配備し、リアルタイ
ムに心電図を病院と共有して救急患者の救命
率向上を目指します。

消防本部

３ 人生１００年時代に対応した高齢者の元気づくり

①地域包括ケアシステム
の推進

500,748 高齢者等の総合相談窓口である「地域包括
支援センター」（２２ヵ所）を運営します。
また、認知症高齢者等やその家族と地域や

関係職種の連携を推進する「認知症地域支援
推進員」や、地域住民らと地域における支え合
いの取り組みを推進する「地域支え合い推進
員」を各センターに配置します。

健康福祉

②在宅医療・介護連携推進 19,073 在宅医療と介護の支援を必要とする方が、
地域で自分らしい暮らしを続けることができ
るよう、医療機関や介護関係者の連携を推進
するための窓口として、「福島市在宅医療・介
護連携支援センター」を運営します。

介護特会

③いきいきももりん体操講座 2,455 高齢者の通いの場を創出し、フレイル予防に
より元気に過ごせるよう、いきいきももりん
体操・お口のももりん体操取組団体の立ち上
げや継続を支援します。

健康福祉

④一般健康診査 173,441 後期高齢者健診、肝炎ウイルス健診を実施し、
健康寿命の延伸を図ります。

健康福祉
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑤がん検診の推進
【再掲】

676,694 自己負担の一部無料化やがんに関する知識
の普及啓発を推進し、検診受診率の向上を図
り、がんの早期発見・早期治療を目指します。

健康福祉

○ ⑥後期高齢者保健事業 6,409 ７５歳以上高齢者の健康寿命の延伸と介護
予防のため、健診データ等を活用した管理栄
養士、保健師による保健指導等を実施します。

健康福祉

⑦敬老会の開催 23,216 長寿を祝い敬老の意を表すため、市内２７地
区において敬老会を開催します。

健康福祉

⑧敬老祝金 22,550 ８８歳時に５千円、１００歳時に１０万円の祝
金を支給します。

健康福祉

⑨権利擁護支援 18,345 認知症や障がい等により判断能力が不十分
な方を社会全体で支え合うための「福島市権
利擁護センター」を運営します。
また、広報や相談、市民後見人の養成等を通

し、成年後見制度の利用促進に取り組みます。

健康福祉

⑩福島市オレンジプランの
推進

2,914 認知症の方も周囲の方も安心して暮らせる
地域づくりを推進するため、認知症ケアパス
の周知や認知症啓発イベントによる普及啓発、
認知症カフェ支援等を実施します。

介護特会

⑪認知症サポーター養成
・高齢者見守り推進

1,875 学校・企業を中心に認知症サポーターの養
成に取り組みます。
(R４:3７,000人 ⇒ R５:39,000人)
また、認知症の方の身元確認ツールを活用

し、住み慣れた地域で安心して暮らせる地域
づくりを支援します。

介護特会

⑫軽費老人ホーム事務費補助 214,159 入所者の経済的負担の軽減を図るため、運
営法人に対して事務費の一部を補助します。
(9施設)

健康福祉

⑬シルバー人材センター
運営費補助

9,218 シルバー人材センターの運営費用の一部を
補助し、その活動を支援します。

健康福祉

⑭介護人材確保対策推進
パッケージ

1)介護マンパワーアップ
支援

1,500 職員のキャリアアップを支援している介護事
業所に対し、資格取得費用の一部を助成しま
す。

健康福祉

- 22 -



事業名 予算額（千円） 説明 担当部

2)介護資格取得支援 3,224 介護職員初任者研修等の費用の一部を助成
します。

健康福祉

○ 3)福祉人材定着・離職防止 3,000 事業所に勤務する介護職を対象に、若手・中
堅・管理者といった階層別の研修をオンライン
で実施します。(R4:5回 ⇒ R5：8回)

健康福祉

◎ 4)介護分野への参入促進 2,825 元気高齢者を対象としたセミナー、見学会、
合同就職説明会の開催により、元気高齢者の
介護分野への参入を支援します。
また、若い世代を対象として、介護職・介護

現場の魅力と重要性を発信するパンフレット
を作成します。

健康福祉

⑮ふれあい訪問収集 6,453 自らごみを集積所に持ち出すことが困難な
高齢者や障がい者世帯を対象に、安否確認を
兼ねた戸別訪問収集を実施します。
（登録数 Ｒ5.1月末現在：1,205世帯）

環境

⑯高齢者の路線バス等利用
促進

164,968 75歳以上の市民や広域避難者を対象に、市
内路線バス及び福島交通飯坂線の運賃無料
化を実施します。
（R4.9月現在対象者数：41,961人）

都市政策

◎ ⑰地域で支える交通推進 6,500 地域住民が自ら計画・運行する「小さな交
通」に対し、アドバイザー派遣や運行経費への
補助金交付など、伴走型支援を行います。

都市政策

４ 誰もが安心して暮らせる共生社会の実現

①消費者被害未然防止対策 2,000 消費者の安全を守る地域協議会の連携強化
により高齢者等の消費者被害の未然防止・拡
大防止を図るとともに、自動通話録音機（悪
質電話撃退装置）の購入費用の一部を補助し
ます。また、様々な機会を捉えて消費者教育
を行います。

市民・文化
スポーツ

②交通安全教育の推進 ８７０ 幼児から高齢者まで幅広い年齢層を対象に、
交通安全教室等を開催します。

市民・文化
スポーツ

〇 ③犯罪被害者等支援 1,511 犯罪被害者等支援を推進するため、条例の
制定を進めます。
また、犯罪被害者等が被害後に必要とする

費用を補うため、犯罪被害者等見舞金を支給
します。（最大６０万円）

市民・文化
スポーツ
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

④通学路等安全対策 20,363 小学校の通学路等の危険箇所について、関
係機関等との合同点検に基づき、交通安全施
設を整備します。
（対策箇所：6ヵ所）

市民・文化
スポーツ

建設

⑤交通安全施設の整備 86,633 歩道の段差解消や交差点改良、道路標識や
道路照明灯の更新等を実施します。
（段差解消：L=220m など）

建設

⑥公園施設長寿命化対策

【３月補正前倒し分】

40,000

（30,000）

老朽化施設の更新等を実施し、公園利用者
の安全安心を確保します。

※費用の一部を3月補正に前倒しします。

都市政策

⑦通学路の道路改良 58,000 歩道の拡幅等を行い、通学路の安全を確保
します。

浜田町春日町線（五老内町工区） 36,000
入江町桜木町線 1,000
大蔵南慶二線（岡部工区） 10,000
北谷地長畑線（北谷地工区） 6,000
南町佐倉下線 5,000

建設

◎ ⑧福島交通飯坂線
第４種踏切安全対策

1,494 第4種踏切の安全対策を推進するため、交通
事業者に対して注意看板やボイスガイド等の
設置費用の一部を補助します。

都市政策

⑨AEDサポート事業所との
連携

【再掲】

197 AED貸出協力企業に対してAEDサポート掲
示板を交付し、官民一体となり市民の生命を
守ります。
（設置施設５４カ所）

消防本部

⑩包括的支援体制の整備 30,577 対象者の属性を問わない包括的な支援体制
を整備し、アウトリーチを通じた支援を強化す
るなど、社会とのつながりが希薄になってい
る方等の複合化・複雑化した支援ニーズに対
応します。

健康福祉

⑪バリアフリー推進
パッケージ

１）心のバリアフリー推進 4,388 「心のバリアフリー」の正しい理解と普及啓発
を図るため、バリアフリー推進パートナーミー
ティングや「心のバリアフリー」出前講座等を
実施します。

健康福祉

２）ヘルプマーク・ヘルプ
カードの普及推進

198 外見から分からなくても援助や配慮を必要
としている方が支援を得やすくなるよう、普及
啓発を行います。

健康福祉
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

３）いきいき！
ふくしマーケット

548 市の施設や各種イベント等で、障がい者施設
で作られた商品の販売会を開催します。

健康福祉

4）ボッチャの普及推進 42 障がい者の生きがいづくりのため、ボッチャ
講習会等を開催します。(3回)

健康福祉

5）自発的活動の支援 1,000 障がい者、家族、地域住民等が相互理解の
ために勉強会や地域活動を行う際の費用を補
助します。(10万円×10団体)

健康福祉

６）手話言語条例関連 1,717 手話出前講座の開催や、手話奉仕員養成講
座等を実施します。

健康福祉

７）歩道点字シート等設置 10,000 移動等円滑化推進地区のうち、点字ブロック
未整備箇所に点字シート等を整備します。
（音楽堂周辺など2路線 L=330m）

建設

◎ ８）ユニバーサルデザインの
まちづくり推進

3,500 ユニバーサルデザインの視点から、誰もが見
やすい、わかりやすいサイン表記のガイドライ
ンを作成します。

都市政策

⑫計画相談支援の推進 19,200 障がい福祉サービス利用に係るケアマネジ
メント体制を強化するため、相談支援専門員
を雇用する事業所に対し、経費の一部を補助
します。

健康福祉

⑬障がい福祉サービス 5,299,593 障がい者の自立をはじめ、日常生活や社会
参加の支援を行うため、居宅介護や生活介護、
就労支援等の事業を実施します。

健康福祉

⑭自立支援医療 284,670 障がい児・者の心身の障がいを除去・軽減す
る医療費の自己負担額を軽減します。

健康福祉

⑮地域生活支援拠点の整備 9,279 障がい者の重度化・高齢化や「親亡き後」を
見据え、住み慣れた地域で安心して生活でき
るよう、障がい者と家族を地域全体で支援し
ます。

健康福祉

⑯こども発達支援センター
の運営
【一部再掲】

51,655 発達障がい児やその心配がある児童に対す
る発達相談、肢体不自由児等に対する生活訓
練や機能訓練を行います。

こども未来

⑰若年がん患者終末期在宅
療養支援

1,500 若年がん患者が終末期を住み慣れた自宅等
で自分らしく過ごせるよう、在宅での介護
サービス利用料の一部を補助します。

健康福祉
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

○ ⑱動物との共生 19,081 飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費用の
一部を助成するほか、しつけ方教室の開催、
動物愛護ボランティアの活動などにより動物
と共生できるまちづくりを目指します。
また、保健所から犬や猫を譲渡する際に感

染症の検査やワクチン接種等を実施し、マイク
ロチップを装着します。

健康福祉

⑲ペット同伴避難所開設運営
【再掲】

223 ペットと暮らしている飼い主が災害発生時
に躊躇なく避難できるよう、「ペット同伴避難
所」に必要な物品（ケージ等）を整備します。

危機管理室

５ 多文化共生の推進

◎ ①多文化共生センター整備 13,300 多文化共生を推進する拠点を整備し、在住
外国人や外国にルーツをもつ市民を支援する
とともに、多文化に親しみ、集い、つながるこ
とが出来る場を提供します。

市民・文化
スポーツ

②国際交流員の配置 4,954 外国青年を国際交流員として配置し、外国
人の視点を取り入れた事業の企画・運営や国
際交流協会を通じた国際交流活動を実施しま
す。

市民・文化
スポーツ

③国際交流事業支援 1,800 市国際交流協会が実施する国際交流や多文
化共生を推進するイベント等を支援します。

市民・文化
スポーツ

④外国人生活相談 4,６７５ 外国人のためのワンストップ生活相談窓口
を運営し、多様な相談に対応します。

市民・文化
スポーツ

○ ⑤外国にルーツを持つこども
の日本語サポート

2,920 帰国・外国出身児童生徒が学校生活に適応
するための日本語サポーター・母語支援員の
派遣を継続して行うとともに、外国にルーツ
を持つ児童生徒が在籍する学校での日本語
教育体制を整備します。

市民・文化
スポーツ

⑥結・ゆい・フェスタ開催 2,００0 市国際交流協会と共同で多文化共生イベン
ト「結・ゆい・フェスタ」を開催します。

市民・文化
スポーツ
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５．豊かな文化芸術の振興と発信

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ 「古関裕而のまち・ふくしま」の取り組みの推進

①エールレガシー 23,370 気仙沼市、久慈市との朝ドラ連携プロジェク
ト「おかえりプロジェクト」として、首都圏での
観光物産PRと移住促進プロモーションを実
施します。

商工観光

②古関裕而記念館来館者
おもてなし

2,610 古関裕而記念館を訪れた方へのおもてなし
の充実を図ります。

市民・文化
スポーツ

③ふくしま花のまちフェス
ティバル補助

1,000 古関裕而ストリートに花ももの木プランター
を設置し、本市を訪れる観光客をおもてなし
します。

商工観光

④「古関裕而記念音楽祭
2023」の開催

5,400 市民音楽団体の出演機会を確保し、官民共
創による「古関裕而のまち・ふくしま」を推進す
るため、5年ぶりとなる市民参加型の音楽祭
を開催します。

市民・文化
スポーツ

⑤古関裕而ストリートの活用 2,400 サイン看板、メロディーボックス、ARスポッ
ト等を整備した古関裕而ストリートを活用した
音楽イベントを開催し、まちなかににぎわいを
創出します。

市民・文化
スポーツ

○ ⑥ふくしまチェンバー・オーケ
ストラコンサート支援

9,625 音楽堂を拠点に活動するプロのオーケスト
ラ「古関裕而のまち ふくしまチェンバー・オー
ケストラ」のコンサート開催を支援します。
（R４：3公演 ⇒ R５：4公演）

市民・文化
スポーツ

⑦「古関裕而作曲コンクール」
の開催

16,300 古関氏が生まれ育ったまちとして、その名を
冠した本市独自の作曲コンクールを開催し、
「古関裕而のまち・ふくしま」を全国に向けて
発信します。

市民・文化
スポーツ

◎ ⑧野球殿堂入り記念イベント
の開催

5,000 古関氏の野球殿堂入りを記念し、古関氏作
曲の応援歌にゆかりのある学校を招聘して、
記念試合および応援合戦を行います。

市民・文化
スポーツ

⑨古関裕而メロディーバス
運行

16,996 「移動音楽館」をコンセプトとしたメロディー
バスを運行して、古関裕而のまちのPRや観光
客のおもてなしを行います。
（平日11便、土日祝日8便）

都市政策

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

２ 福島らしい文化芸術の振興と継承

◎ ①文化振興計画の策定 484 R5年1月施行の文化振興条例に基づき、本
市の特色ある文化を守り、持続的に発展させ、
その取り組みを推進するため、文化振興計画
を策定します。

市民・文化
スポーツ

◎ ②文化財保存活用地域計画
の策定

84 文化財の確実な保存継承と積極的な活用を
図るため、文化財保存活用地域計画の策定に
着手します。

市民・文化
スポーツ

③「ふくぶん（福島らしい
文化）」の発信

4,100 文化施設におけるユニークベニューの展開
や、イメージ動画を活用した広報戦略等により、
本市固有の文化や歴史の魅力を「福島らしい
文化」として広く発信します。

市民・文化
スポーツ

④ふくしま文化芸術振興 27,612 国内外で評価の高い音楽家のコンサートや、
古関裕而記念館における企画展等を開催する
とともに、親子や高齢者向けの様々な事業を
展開し、日常生活における文化芸術の鑑賞機
会を提供します。

市民・文化
スポーツ

◎ ⑤「（仮称）アートストリート
ふくしま」の開催

500 福島市が誇る景観・ストリート（県立美術館・
図書館前通り）を有効活用した屋外アートイベ
ントを開催します。

市民・文化
スポーツ

⑥文化財の保護・保存 8,173 文化財の調査を進めるとともに、市指定文
化財の保護・保存に努めます。

市民・文化
スポーツ

◎ ⑦和台遺跡整備基本計画の
策定

540 和台遺跡保存活用計画に基づき、整備基本
計画の策定に着手します。

市民・文化
スポーツ

⑧「しゃがむ土偶ぴ～ぐ～」
の活用

2,386 各種イベントの開催やファンクラブ「ぴ～ぐ
～♡会」の活動により、「しゃがむ土偶」を福島
のスターとして広く発信し、観光振興や交流人
口の拡大につなげます。

市民・文化
スポーツ

⑨じょーもぴあ宮畑活用
推進

6,949 宮畑遺跡の魅力を発信するため、校外学習
への活用を図るとともに、地域住民との共創
による多彩なイベントを開催します。

市民・文化
スポーツ

⑩写真美術館活用推進 37,932 春の花見山観光シーズンに合わせて写真展
を開催するなど本市文化芸術のさらなる発展
を図るとともに、市指定文化財である施設の
適正な保護・保存と活用を図ります。

市民・文化
スポーツ

⑪民家園活用推進 73,007 民家園内の古民家等の計画的な点検及び修
繕を実施するとともに、地域住民との共創に
よる園内行事を開催し、民家園の魅力を市内
外へ積極的に発信していきます。

市民・文化
スポーツ
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

◎ ⑫旧広瀬座再整備 42,515 国指定重要文化財である旧広瀬座の保存修
理と耐震補強、設備改修を行い、芝居小屋と
して活用できるよう整備を行います。
R5は、建築工事に着手します。

市民・文化
スポーツ

全体事業費
（継続費分）

742,550千円

R5 33,725千円

R6 432,905千円

R7 275,920千円
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６．脱炭素社会の実現と循環型社会の構築

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ 脱炭素社会の実現

○ ①環境に配慮した公用車の
配備

29,505 電気自動車やハイブリッド自動車の導入を
進めます。（R５:EV5台、HV1台）
また、急速充電スポットを増設します。
（R4:１カ所 ⇒ R5：２カ所）

財務
健康福祉
教育委員会
下水道事業

②清水支所建設 376,413 ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）に対応
した清水支所庁舎の整備を進めます。
（Ｒ５完成予定）

財務

③公共施設照明LED化推進 53,000 支所・学習センターの照明をLEDに順次更
新します。 （R5：西支所・学習センター、信陵
支所・学習センター、飯坂学習センター、北信
学習センター）

財務
教育委員会

〇 ④街路灯・道路照明灯LED化
推進

117,800 既存の街路灯及び道路照明灯をLED灯に切
替えします。
（街路灯：1,３00灯、道路照明灯４３０灯）

建設

⑤環境基本計画の推進 389 脱炭素化に向けた取り組みやごみの減量化
など環境に関する内容を広く発信するポータ
ルサイトを運用し、行動変容を促します。

環境

⑥ふくしま環境フェスタ 1,２00 地球温暖化防止や再生可能エネルギー等に
関するイベントを行います。

環境

⑦再生可能エネルギー
（小水力）導入促進

1,000 小水力発電導入可能性調査を実施する事業
者に対し、補助金を交付します。
（補助率１／３、上限５０万円）

環境

⑧次世代エネルギーパークの
推進

204 施設見学の実施やイベントへの出展を行い、
再生可能エネルギーについて情報発信をしま
す。

環境

⑨水素社会実現の推進 2,525 水素エネルギーの普及啓発イベントを開催し
ます。
また、水素自動車（ＦＣＶ）の導入費用に対し
て補助金を交付します。
（最大２０万円）

環境

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）

全体事業費
（継続費分）

594,200千円

R4 271,660千円

R5 322,540千円
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

○ ⑩脱炭素住宅整備促進 37,300 家庭における太陽光発電システムや蓄電池、
ホームエネルギーマネジメントシス（HEMS）、
家庭用電気自動車充給電・充電設備（V2H・普
通充電設備）の設置費用の一部を助成します。

環境

◎ ⑪脱炭素生活スタイルの
普及啓発

2,000 国･県の制度も含め、活用可能な補助制度
をわかりやすく取りまとめ、効果的な断熱
改修や普及啓発を行います。

環境

◎ ⑫公共施設再生可能
エネルギー推進

3,800 民間資金を活用し、公共施設への太陽光発
電設備の導入を推進します。
（R5対象施設：10施設）

環境

◎ ⑬省エネルギー設備導入
支援

【11月補正で予算計上済】

105,500 中小企業等が行う省エネルギー機器への更
新を支援します。
（補助率1/2 上限500千円）

環境

◎ ⑭中小企業ゼロカーボン資金
融資預託金

500,000 中小企業者のゼロカーボンの取り組みを支
援するため、製品開発や設備導入経費に対す
る融資枠を確保します。
（限度額 ５0,000千円）

商工観光

◎ ⑮中小企業ゼロカーボン資金
融資信用保証料補助

3,200 信用保証料の一部を補助します。
（補助率２／３）

商工観光

◎ ⑯飯坂町財産区保有施設
最適化推進

12,342 保有施設の最適化に向けて検討会を設置し
議論を行うとともに、設備の脱炭素化や経営
等の全体的な見直しを実施します。

飯坂町
財産区

２ 循環型社会の構築

○ ①ごみ減量化促進対策 15,264 市民１人１日当たりの生活系ごみ排出量（資
源物除く）を530g以下とすることを目標に、
ごみの減量化・資源化を促進します。また、R5
年度は新たに「まだ食べられるのに捨てられ
てしまう食品」などを安く提供する店舗と市民
とをマッチングするフードシェアリングサービ
スを開始し、食品ロスの削減を目指します。

環境

○ ②あぶくまクリーンセンター
焼却工場再整備

127,804 あぶくまクリーンセンター焼却工場再整備に
向け、環境影響評価、発注者支援業務、整備予
定地内の旧破砕工場等解体工事を行います。

（環境影響評価業務）

環境
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

（発注者支援業務）

（旧破砕工場等解体工事）

③気候変動対応型農業支援 8,050 果樹生産者と、剪定枝をまきストーブ等で有
効利用する方をマッチングします。
また、モモせん孔細菌病などの果樹の病害
虫防除薬剤購入費や、裂果防止・病害虫防除
等に効果のある雨よけハウス等の設置費の一
部を助成します。

農政

◎ ④肥料価格高騰対策支援
【3月補正前倒し】

11,200 価格高騰の著しい化学肥料の低減を促進し、
炭化器の設置を支援します。
※すべて３月補正に前倒します。

農政

⑤環境保全型農業直接支払
交付金

3,521 環境にやさしい農業に取り組む農業者に対
して経費の一部を助成します。
また、有機農業に新規で取り組む方への技
術指導等の活動に対して支援します。

農政

○ ⑥森林経営管理の推進 47,290 森林を適切に管理するため、森林所有者に
対する意向調査を実施し、経営管理権集積計
画を作成するとともに、森林整備を実施しま
す。
また、森林や林業を身近にするための普及
事業を行います。

農政

○ ⑦合併処理浄化槽設置の
推進

99,359 合併処理浄化槽の設置費用及び単独処理浄
化槽・汲み取り便槽から合併処理浄化槽に転
換する際の撤去費用と宅内配管工事費用の
一部を補助します。
また、R5より下水道事業認可区域を除く市
街化区域の転換費用に対し補助額を上乗せし
ます。

都市政策

全体事業費
（継続費分）

199,000千円

Ｒ4 0千円

Ｒ5 104,174千円

Ｒ6 94,826千円
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

３ 環境の保全

○ ①ムクドリ・カラス対策 2,117 特殊なＬＥＤ照明で中心市街地のムクドリ追
い払いを実施します。
また、福島駅東口にカラスの嫌がる音声再
生装置を設置し、カラスの追い払いを実施す
るほか、町内会等と連携し、カラスに荒らされ
にくいごみ集積所づくりについて調査研究を
行います。

環境

②特定外来生物駆除 206 生態系の維持・保全を図るため、アライグマ
やアメリカミンクなどの特定外来生物を駆除
します。

環境

③ごみ集積所適正管理の推進 572 ごみ集積所のごみ散乱を防止し、地域環境
の美化及びごみ処理の適正化を推進します。

環境

④衛生処理場の整備 83,498 衛生処理場単独稼働に向けて、場内施設の
改造を行います。R5年度は、取水施設及び希
釈水貯留施設の整備を実施します。

環境

⑤建築物アスベスト調査
助成

750 吹付アスベストが使用されている恐れがあ
る建築物を対象に、アスベスト含有分析調査
費用を助成します。
（補助限度額250千円）

都市政策

全体事業費
（継続費分）

1,341,800千円

Ｒ３ 695,880千円

Ｒ４ 636,522千円

Ｒ５ 9,398千円
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７．「人」と「活力」であふれる農業・商工業の実現

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ 「人」と「活力」があふれる農業の実現

①鳥獣被害等対策

１）有害鳥獣対策専門職員
の配置等

10,774 専門知識や狩猟免許等を具備した職員を配
置します。
（２名）

農政

２）有害鳥獣被害対策協議会
等負担金

17,991 鳥獣被害対策専門員の活動、捕獲資機材の
購入、調査業務等の費用の一部を負担します。

農政

３）イノシシ捕獲対策 23,000 イノシシ捕獲頭数に応じて、補助金を交付し
ます。

農政

４）ニホンザル・ツキノワグマ
対策

800 ニホンザル・ツキノワグマによる農作物や人
身への被害を防止するため、パトロール活動
を実施します。

農政

５）侵入防止柵の整備 6,400 電気柵やワイヤーメッシュ柵を設置する農業
者に設置及び補修費用の一部を助成します。

農政

６）鳥獣被害対策実施隊の
配置

2,000 猟友会員等を鳥獣被害対策実施隊員に任命
し、イノシシ等の捕獲・駆除、追い払い活動等
を行います。

農政

○ ７）鳥獣被害対策実施隊員の
確保

1,224 狩猟免許を取得し実施隊に加入する方に対
し、免許取得経費や射撃練習経費の一部を助
成します。

農政

◎ 8）ツキノワグマ被害特別
対策

2,151 ツキノワグマの被害対策に関する出前講座
を実施します。
また、人身被害が発生した地区を対象に、野
生鳥獣の被害が発生しにくい環境づくりを支
援します。

農政

②福島大学食農学類連携 2,255 市農産物のマーケティング調査に地域と大
学が連携して取り組むほか、廃棄果実の加工
形態の調査や試作等を行います。

農政

③農地集積支援

１）農地中間管理 601 農地中間管理機構を通して、農地の借受希
望者と貸付希望者を仲介します。

農政

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

２）農地流動化支援 3,900 農業経営基盤強化促進法により、経営規模
拡大のため新たに農地を取得、または賃借し
た農業者へ支援金を交付します。

農政

３）地域を守る集落営農組織
支援

31 農作業受託によって地域の農地を集積した
営農組合に対し、集積面積に応じて補助金を
交付します。

農政

4)遊休農地等再生対策支援 4,995 遊休化した農地で作物生産等を再開するた
めの再生作業等に必要な経費を補助します。
（補助率１／２以内）

農政

④将来の農地利用の明確化

◎ 1)人・農地プラン法定化
推進

9,024 農業者等による地域の農業の在り方に関す
る話し合いを踏まえ、「人・農地プラン（地域計
画）」を作成し、農地の集約化等に向けた取り
組みを加速させます。

農政

○ 2)人・農地プラン目標地図
作成

２，456 原則すべての農地において「人・農地プラン
（地域計画）」における目標地図素案を作成し
ます。

農業
委員会

⑤担い手の確保

１）新規就農者育成総合対策 109,650 新たに独立して農業経営を行おうとする農
業者に対し、機械等導入及び経営開始資金を
交付します。
（経営開始資金 最大１５０万円）
（機械等導入費 補助率3/4 最大７５０万円）

農政

２）あぐりっしゅサポート 9,212 兼業就農や親元就農者、農業法人等に就農
時初期費用などの一部を助成します。
また、インターンシップサイトを活用した新規
就農者に対する農業体験や指導者（メンター）
のマッチングを促進します。

農政

3）経営継承・発展等支援 4,000 認定農業者等の先代事業者から経営を譲り
受けた後継者の経営を発展する取り組みに対
し、補助金を交付します。

農政

○ ⑥スマート農業推進 1,000 福島市スマート農業検討会を開催し、本市農
業における普及推進を図ります。
また、本市で実証実験を行う経費の一部を
補助します。
（補助率1/2 最大10万円）

農政

◎ ⑦米粉等利用拡大支援 6,672 海外情勢の影響を受けている小麦粉の代用
原料として、国内で唯一自給可能な米を原料
とした商品の開発から生産段階における取組
を支援します。

農政
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

○ ⑧農業経営の安定化支援 6,893 農業者が加入する収入保険と果樹共済の掛
け金の一部を助成します。
また、農業者が初めて収入保険に加入する
年度は、掛け金の助成率を引き上げます。
（補助率：保険料の5％、認定農業者は10％、

収入保険の加入初年度は50％）

農政

◎ ⑨「ゆうやけベリー」
ブランド化推進

36,500 福島県オリジナル品種「ゆうやけベリー」の
初の一般出荷に向けて、生産者に対する栽培
環境整備費用の一部を補助します。
（補助率1/3 最大500万円）
また、効果的な広報活動を実施します。

農政

⑩地域６次産業化推進 2,995 農業者と加工・流通事業者等による交流会
を実施します。
また、加工・販売・流通等について専門的な
知識を持つアドバイザーや６次化相談員を設
置します。

農政

⑪福島駅前軽トラ市の開催
【再掲】

6,982 福島駅前にて、観光客や地元消費者に対し、
軽トラの荷台等で農産物や加工品の対面販売
を行います。（年4回）
また、常設のWeb版の軽トラ市では、本市
農産物の魅力を全国へ発信します。

農政

⑫ふくしまの農産物
魅力アップ
【再掲】

2,946 重点消費地や交流都市へのトップセールス
等を積極的に行います。

農政

⑬スイーツ・プレミアム 10,500 本市農産物等を使用したスイーツを「ふくし
まスイーツ・プレミアム」としてブランディング
します。

商工観光

⑭畜産支援

１）黒毛和種品質向上推進 1,250 優良な繁殖雌牛導入や人工授精を実施した
畜産農家へ費用の一部を助成します。

農政

２）酪農経営サポート 960 酪農ヘルパー利用料金の一部を助成します。 農政

⑮農道、水路、ため池等の
整備

22,500 各地区の農業用施設等の整備を進めます。 農政

⑯多面的機能支払交付金 150,892 農地や農業施設の保全活動を実施する団体
に対して、交付金を交付します。

農政

◎ ⑰小鳥の森開園40周年
記念イベントの開催

1,000 小鳥の森開園40周年を記念し、式典や工
作・体験事業を実施します。

農政

◎ ⑱県北地方植樹祭開催 1,000 飯野町千貫森において記念式典や植樹イベ
ントを実施し、緑化思想や森林の持つ多面的
機能の普及啓発を行います。

農政
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

○ ⑲市場施設再整備計画 26,795 市場再整備の事業者選定に向け、施設整備・
運営事業者等選定アドバイザリー業務委託や
調査業務を実施します。

（アドバイザリー業務 ）

市場特会

２ 「人」と「活力」があふれる商工業の実現

①中小企業新製品・新技術
開発支援

2,056 新製品・新技術の研究開発に要する経費の
一部を補助します。
（補助率１／２ 上限500千円）

商工観光

②展示会出展・販路拡大支援 1,000 展示会へ出展する際の費用の一部を補助し
ます。
（補助率１／２ 上限１００千円 ほか）

商工観光

③食品加工産業創出支援 3,113 本市の農産物を活用した食品加工による商
品開発に要する費用の一部を補助します。
（補助率２／３ 上限１，５００千円）

商工観光

④産学共同研究支援 2,100 市内中小企業と大学・公的研究機関が共同
研究する費用の一部を補助します。
（補助率１／２ 上限700千円）

商工観光

⑤コーディネーターによる
産業振興

8,000 産業支援コーディネーターを２名配置し、市
内企業の課題解決や、企業と研究機関等の連
携を支援します。

商工観光

〇 ⑥若手ものづくり後継者育成 990 異業種間の交流、ネットワーク構築、経営革
新を目的に、R5から業種を商業関連を含む
中小企業に拡大し、後継者育成塾「ものづくり
夢創塾」を実施します。
（R4 製造業のみ）

商工観光

⑦医産連携推進 12,056 市内中小企業が実施する医療福祉機器関連
の製品化や研究開発の費用の一部を補助しま
す。
（補助率２／３ 上限3,000千円）

商工観光

⑧ふくしまものづくり企業
交流会

1,000 交流会を開催し、地場企業、誘致企業、大学
や支援機関の交流、新規取引や新たなビジネ
ス創出を支援します。

商工観光

全体事業費
（継続費分） 33,000千円

Ｒ5 7,722千円

Ｒ6 15,246千円

Ｒ7 10,032千円
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑨特定集積産業事業拡大・
強化支援

10,000 地場企業が行う市内への新たな工場建設や
製造設備等の整備に要する費用の一部を補
助します。

商工観光

⑩企業立地促進 8,699 首都圏等への企業訪問、各企業展示会への
出展やトップセールスによる企業立地セミ
ナーを開催します。

商工観光

◎ ⑪福島市工業エリア戦略的
販売促進

700 工業用途地域における未利用地等への企業
進出促進のため、空撮動画を製作し、PR・展
示会への出展等により、積極的な企業誘致活
動を展開します。

商工観光

〇 ⑫福島おおざそうインター
工業団地第２期整備

1,481,500 「福島おおざそうインター工業団地」第2期整
備事業用地取得、造成工事等に着手します。

工団特会

⑬中小企業振興預託金 735,000 中小企業者の資金繰りを支援するため、一
般融資及び組織資金融資の融資枠を確保しま
す。
（限度額 20,000千円ほか）

商工観光

⑭中小企業信用保証料補助 24,800 信用保証料の一部を補助します。
（中小企業一般融資利用者 補助率５０％・
県起業家支援保証制度利用者 補助率８０％）

商工観光

◎ ⑮中小企業ゼロカーボン資金
融資預託金
【再掲】

500,000 中小企業者のゼロカーボンの取り組みを支
援するため、製品開発や設備導入経費に対す
る融資枠を確保します。
（限度額 ５0,000千円）

商工観光

◎ ⑯中小企業ゼロカーボン資金
融資信用保証料補助
【再掲】

3,200 信用保証料の一部を補助します。
（補助率２／３）

商工観光

◎ ⑰創業支援トップセールス 500 若手創業者を創出するため、大学を対象と
したトップセールスによるセミナーを開催しま
す。

商工観光

全体事業費
（継続費分）

1,682,000千円

R5 336,400千円

R6 672,800千円

R7 672,800千円
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑱新規創業者等支援 1,595 中心市街地の新規創業者に対して、経営コ
ンサルタントによる経営支援を行います。

商工観光

◎ ⑲ポストコロナ対応新規創業
者等支援

9,000 創業１年未満の事業者等が行うポストコロナ
に向けたデジタル化対応経費等の一部を補助
します。
（補助率２／３ 上限３００千円）

商工観光

◎ ⑳ポストコロナ対応デジタル
化支援

21,000 事業者が行うポストコロナに向けたデジタル
化対応経費の一部を補助します。
（補助率２／３ 上限３００千円）

商工観光

㉑創業応援利子補給
パッケージ

１）創業応援利子補給 4,244 創業融資に係る利子を1年間（中心市街地で
の創業は２年間、第二創業は２年間）補助しま
す。

商工観光

２）女性の創業応援
利子補給

2,311 創業融資に係る利子を２年間補助します。 商工観光

㉒クリエイティブビジネス
サロン管理運営

18,270 福島市クリエイティブビジネスサロンを指定
管理施設として管理運営し、新たなビジネス
スタイルを支援します。

商工観光

㉓「ゆとり満喫福島オフィス」
開設支援

10,000 本市内へのオフィス開設等に係る費用の一
部を補助し、温泉、農業、果物が満喫できる
「ゆとり満喫エールパスポート」を併せて贈呈
します。

商工観光

㉔地域公共交通支援 185,130 公共交通の利用者が減少するなかでも減便
せず運行を維持する交通事業者に対し、経費
等の一部を支援します。

都市政策

３ 就労支援と雇用の創出

①働く女性応援企業認証 1,２27 女性が活躍できる職場づくりや、仕事と家庭
の両立に対する支援を積極的に行う中小企業
を本市独自の基準で認証し、広く公表します。
（認証企業数72社
うちゴールド４社 R４末日現在）

商工観光

○ ②女性活躍推進セミナー 2,000 女性活躍セミナー、キャリア形成セミナー、職
場復帰セミナー、キャリア継続セミナーを開催
し、女性の活躍を支援します。

商工観光

③障がい者雇用推進企業
認証

572 障がい者雇用を積極的に行う中小企業を本
市独自の基準で認証し、広く公表します。
（認証企業数１6社
うちゴールド４社 R４末日現在）

商工観光
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

④障がい者就労定着支援
【再掲】

7,583 障がい福祉サービスの一環として、生活面
の課題軽減と就労の継続を図るため、関係機
関との連絡調整や指導・助言等の支援を行い
ます。

健康福祉

⑤若年者就職支援 4,828 高校生を対象とした就職支援事業や、新規
学卒者等へ地元企業の紹介を行うことにより、
市内企業の労働力確保を図ります。

商工観光

⑥就労準備支援 515 直ちに就労が困難な方の自立を支援するた
め、一般就労へ向けた基礎的能力を養う支援
を行います。

健康福祉

⑦介護資格取得支援
【再掲】

3,224 介護職員初任者研修等の費用の一部を助成
します。

健康福祉

◎ ⑧介護分野への参入促進
【再掲】

2,825 元気高齢者を対象としたセミナー、見学会、
合同就職説明会の開催により、元気高齢者の
介護分野への参入を支援します。
また、若い世代を対象として、介護職・介護
現場の魅力と重要性を発信するパンフレット
を作成します。

健康福祉

⑨輝け！保育人財活躍促進
【再掲】

854 本市独自の保育人材バンクの活用や実地研
修、就職相談会の開催により、潜在保育士の
就労を支援します。

こども未来

⑩保育士するなら福島市！
プロモーション
【再掲】

2,060 保育士養成校と連携した就職相談会やオン
ラインでの就職セミナー、高校生の保育士体
験等を実施します。

こども未来

４ 産業の基盤となる道路交通ネットワークの整備

①都市計画道路の推進 1,641 社会経済情勢の変化を踏まえた長期未着手
都市計画道路の見直し方針に基づき、地元と
の合意形成や都市計画法に基づく手続きを行
います。

都市政策

②太平寺岡部線
（御山町工区）

73,000 学法福島高校から国道１３号を結ぶ幹線道
路の拡幅工事を進めます。
（全体計画 L=450m）

建設

○ ③曽根田町桜木町線
（宮下町工区）

65,900 県庁通りから国道１３号を結ぶ幹線道路の拡
幅工事を進めます。
（全体計画 L=346m）

建設

④杉妻町早稲町線 50,000 福島中町郵便局からNHK福島放送局まで
の区間の用地補償等を行います。
（全体計画 L=240m）

建設
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑤北沢又丸子線（３工区） 44,000 福島西道路から飯坂街道までの残り区間の
用地補償等を行います。
（全体計画 L=270m）

建設

⑥鳥川大笹生線
（大笹生工区）

103,000 福島大笹生ICと市街地を結ぶ幹線道路の拡
幅工事を進めます。
（全体計画 L=945m）

建設

◎ ⑦鳥川大笹生線
（佐倉下工区）

9,500 工業団地の物流ルートを改善するための交
差点改良を行います。
（全体計画 N=１か所）

建設

⑧椿沢線 ２１,000 飯野地区東部と川俣町を結ぶ幹線道路の用
地測量を行います。
（全体計画 L=597m）

建設

○ ⑨杉妻町御山線
（霞町工区）

６０,000 市街地の防災拠点を結ぶ幹線道路の拡幅工
事を進めます。（全体計画 L=500m）

建設
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８．福島らしい個性とにぎわいのあるまちづくり

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ 福島駅前再開発と交流・集客拠点施設整備の推進

○ ①福島駅東口地区市街地
再開発支援

【３月補正前倒し】

2,436,900

（273,900）

県都ふくしまの顔となる官民連携による再
開発事業を推進し、R5は建築工事等に着手し
ます。
また、事業者負担を軽減し事業の円滑化を
図るため、国の新たな補助率嵩上げ制度を活
用し支援します。
※費用の一部を３月補正に前倒します。

都市政策

２ 街なかの魅力と回遊性の向上

○ ①街なかにぎわい創出 32,617 「街なか交流館」を賑わい創出の拠点として
活用し、街なかの活性化を図ります。
また、街なか賑わい創出プロジェクト活動プ
ラットフォームを運用し、メンバーのイベント開
催を支援します。

商工観光

②街なか若者活動促進 1,000 学生等の街なかイベント開催を支援します。 商工観光

③街なかチャレンジショップ
支援

8,504 チェンバおおまち1階でチャレンジショップ
を運営し、意欲的な新規創業者を支援します。
また、チャレンジショップ入居者に対し、創業
に向けた経営指導を行います。

商工観光

④中心市街地活性化イベント
支援

4,000 光のしずくイルミネーション開催経費の一部
を補助します。

商工観光

⑤商店街等活性化イベント
支援

30,000 商店街等が実施するイベント経費の一部を
補助します。
（補助率１/2 上限500千円 ほか）

商工観光

⑥街なかテーマぱーく開催 １０，０００ 福島駅前通りやまちなか広場において、ミニ
遊園地や体験型アミューズメントを中心とし
た「街なかテーマぱーく」を開催します。

商工観光

◎ ⑦街なか再生リノベーション 20,000 空き店舗をリノベーションして開業する事業
者を支援します。
併せて、街なかに創業者の出店を促し、クリ
エイターなど都市型創造産業の交流人口拡大
を期す、「創業ゾーン」の形成を目指します。

商工観光

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）

対象者 補助率 補助上限

クリエイティブ産業 2/3以内
2,000千円

各種産業 1/2以内
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑧街なか空き店舗出店
支援

59,188 商店街等の空き店舗に出店する際の家賃
の一部を補助します。
また、市独自に階層や業種等の制限を大幅
に緩和し、街なかの新規創業や事業拡大を
支援します。

商工観光

⑨（仮称）市民センター整備 1,546,541 老朽化した中央学習センター、敬老セン
ター、市民会館の一部の機能を統合・複合化
し、市民交流機能、議会機能、防災機能を有
する「（仮称）市民センター」の整備を進めま
す。
Ｒ５は、建築工事を進めます。

財務

⑩まちなか広場の管理運営 5,079 にぎわいの拠点として、利用促進を図りま
す。

都市政策

◎ ⑪学生等によるにぎわい創出 1,000 福島駅東口地区市街地再開発工事期間中
のにぎわい創出として、学生等が企画する
取り組みを支援します。

都市政策

⑫福島駅周辺利便性向上の
検討

600 歩行者等の駅東西移動に関する社会実験
等の実施に向けて関係機関と協議し、東西
連携強化による将来の駅周辺のまちづくり
を検討します。

都市政策

⑬みんなで支える公共交通
推進パッケージ

１）バス路線運行維持対策 168,824 日常生活に密着した生活路線バス等に対
する赤字補てん等の支援を行います。
（広域路線：1４路線、市域内路線：26路線、
委託バス等路線：５路線、乗合タクシー：１路
線）

都市政策

２）中心市街地活性化交通
支援

10,000 市内循環100円バスの運行経費の一部を
補助します。
（R３利用者数：約5３万人）

都市政策

対象エリア 区分
補助率

１年目 ２年目 ３年目

中心市街地
空き店舗

重点対策地域

1号店
（新規創業）

10/12 7/12 4/12

2号店以降 8/12 6/12 4/12
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

◎ ３）地域で支える交通推進
【再掲】

6,500 地域住民が自ら計画・運行する「小さな交
通」に対し、アドバイザー派遣や運行経費への
補助金交付など、伴走型支援を行います。

都市政策

４）古関裕而メロディーバス
運行
【再掲】

16,996 「移動音楽館」をコンセプトとしたメロディー
バスを運行して、古関裕而のまちのPRや観
光客のおもてなしを行います。
（平日11便、土日祝日8便）

都市政策

５）高齢者の路線バス等利用
促進
【再掲】

164,968 75歳以上の市民や広域避難者を対象に、
市内路線バス及び福島交通飯坂線の運賃無
料化を実施します。
（R4.9月現在対象者数：41,961人）

都市政策

◎ ６）福島交通飯坂線
第４種踏切安全対策
【再掲】

1,494 第4種踏切の安全対策を推進するため、交
通事業者に対して注意看板やボイスガイド等
の設置費用の一部を補助します。

都市政策

７）パークアンドライド運営 4,000 パークアンドライドを実施し、中心市街地の
回遊性を高め、にぎわいの創出を図ります。

都市政策

〇 ８）ももりんシェアサイクル
運営

21,225 サイクルポートや自転車増大に伴う自転車
の再配置など、シェアサイクルのサービス向
上を図り、さらなる利用促進を目指します。

都市政策

⑭中央団地等整備 27,000 市営中央団地等の整備に向けた基本計画
策定と敷地測量調査等を実施します。

都市政策

３ 「古関裕而のまち・ふくしま」の取り組みの推進【再掲】

すべて再掲

４ 福島らしさがあふれる観光の振興

①「ふくしまステイ。」プロモー
ション

12,100 本市の新たな滞在スタイル「ちょうどいい旅、
ふくしまステイ。」を活用した誘客プロモー
ションを実施します。新ブランドのイメージ定
着化、体験コンテンツ・旅行商品・オンライン
ツアーの造成、首都圏向けのプロモーション
を実施します。

商工観光

②フィルムロケ誘致支援 3,959 本市の知名度やイメージ向上を目的に、映
画やテレビ等のロケ誘致・支援に取り組みま
す。
（R３ロケ実施件数 ２０件 ）

商工観光
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

③ふくしま花回廊推進 28,644 花観光による来訪者の増加を目的に、本市
にある花回廊スポットの魅力を発信していき
ます。
（R5花回廊スポット ２４ヵ所）

商工観光

④春の花見山おもてなし
【再掲】

58,660 ポストコロナにおける新しい観光スタイルに
対応した受入体制を構築し、来訪者へのおも
てなしを実施します。
３月下旬からシャトルバスの運行を開始しま
す。
（運行期間 ３月下旬～４月中旬）

商工観光

⑤吾妻エリア観光推進 1,580 吾妻エリアの魅力発信や吾妻連峰登山道の
整備を行います。

商工観光

◎ ⑥広域連携の推進 11,632 近隣自治体と連携した新たな広域連携組織
を設立し、エリアの観光スポットをめぐる周遊
キャンペーンや、教育旅行の誘致などを行い
ます。

商工観光

〇 ⑦コンベンション誘致・支援 13,997 MICE誘致と開催支援の推進体制を強化し
ます。
また、市内延べ宿泊者数に応じてコンベン
ション開催経費の一部を補助する開催支援に
加え、R5からエクスカーション（MICEに付随
する観光・研修旅行）支援を行います。

商工観光

⑧ポストコロナ会議等支援 3,000 対面の会合開催費用の一部を補助し、ポスト
コロナにおける社会経済活動の早期回復を図
ります。
（補助率1/3以内 上限５万円）

商工観光

⑨温泉地活性化推進 15,000 飯坂、土湯、高湯の三名湯が実施する温泉地
活性化事業や、誘客宣伝のためのイメージ
アップ事業、ＰＲ事業などを支援します。

商工観光

⑩福島三名湯ブランディング
【再掲】

6,000 飯坂、土湯、高湯の三名湯が長期的視点を
持って取り組むブランディング事業の費用の
一部を補助します。
（補助率2/3 上限額3,000千円）

商工観光

補助内容 市内宿泊人数 補助額

開催支援

50人～ 99人 5万円

100人～199人 10万円

200人～299人 20万円

300人～499人 35万円

500人～ 60万円

エクスカーション支援
対象経費の
1/2

上限5万円

ＭＩＣＥ（マイス）
Ｍeeting（企業等の会議・研修）
Ｉncentive travel（企業等の報奨・研修旅行）
Ｃonvention/Ｃonference（学術会議・国際会議）
Ｅxhibition/Ｅvent（展示会・見本市、イベント）
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

〇 ⑪インバウンド誘客プロモー
ション

11,000 インバウンド需要回復を見据え、観光プロ
モーション動画による魅力発信を行います。
また、R5はリアルプロモーションとして、台
湾プロモーションを実施し、外国人観光客の
増加を目指します。

商工観光

◎ ⑫吾妻五葉松PR 2,000 日本三大五葉松の一つである本市の吾妻
五葉松の魅力を発信し、国内外からの観光客
増加を目指します。

商工観光

⑬地域資源を活用した観光
コンテンツ創造支援
【再掲】

10,000 本市の地域資源を活用した新しい観光コン
テンツの開発による、事業の多角化に向けた
取組みを支援します。
（補助率1/2以内 上限額2,000千円）

商工観光

⑭地域振興施設
「道の駅ふくしま」管理運営
【再掲】

51,249 地域振興の拠点として、賑わいの創出と、
交流人口の拡大を図ります。

商工観光

⑮観光プロモーション 2,680 福島県等と連携したリアルプロモーション、
デジタル媒体を活用したプロモーションを実
施します。

商工観光

⑯ふくしま特産品販売促進 2,023 首都圏で「ふくしま特産品フェア」を開催し、
本市特産品の認知度を向上します。

商工観光

５ 個性ある地域づくりの推進

①地域コミュニティ等の支援 18,132 地域ごとの主体的な取り組みにかかる経費
の一部を補助します。また、各地区の令和４
年度の健康づくりの取り組み実績に応じて、
まちづくり交付金を配分します。

政策調整

②市民活動活性化支援 1,867 設立間もない市民活動団体の組織基盤強
化や、複数の団体による連携事業にかかる経
費の一部を補助します。

政策調整

○ ③地域おこし協力隊活用 30,593 市内に配置した地域おこし協力隊の活動を
サポートし、各地域の活性化を図ります。
（Ｒ４：３地区 ⇒ Ｒ５：６地区）

政策調整

６ スポーツのまちづくり

①パラスポーツ振興 1,028 東京２０２０大会に出場したパラアスリート
等を学校に派遣し、共生社会の推進を図ると
ともに、ボッチャ体験会、交流大会のほか市
長杯を開催します。

市民・文化
スポーツ
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

②スポーツホームタウン
にぎわい創出

12,817 「福島ユナイテッドFC」と連携したOYAJI
CUP（草サッカー交流大会）などの開催によ
り、交流人口の拡大や中心市街地のにぎわい
創出を進めます。

市民・文化
スポーツ

◎ ③圏域スポーツ推進 2,183 「福島ユナイテッドFC」と連携した少年少女
サッカー交流大会を、圏域の自治体と連携し
て開催します。

市民・文化
スポーツ

◎ ④オリ・パラレガシーの活用 3,000 東京２０２０大会における本市での競技開催
を契機としたレガシーを最大限に活かし、本
市において開催される国際交流試合を福島
らしいおもてなしにより支援します。

市民・文化
スポーツ

◎ ⑤スポーツのまちづくり推進 3,000 「福島ファイヤーボンズ」と連携した３×３、
パブリックビューイングの開催により、バス
ケットボールを活用した中心市街地の活性化
を図ります。

市民・文化
スポーツ

◎ ⑥「ふくしまシティハーフ
マラソン」の開催

66,000 県都ふくしまの中心市街地を駆け抜ける
「ふくしまシティハーフマラソン」の第1回大会
を開催します。

市民・文化
スポーツ

⑦スポーツコミッションの
運営

9,072 合宿・大会の受け入れやパラスポーツ推進、
スポーツ参画機会の提供を担うスポーツコ
ミッションの運営を支援します。

市民・文化
スポーツ

⑧スポーツ施設の管理運営・
整備

473,960 スポーツ施設の管理運営（42施設）や老朽
化等した施設（市相撲場、十六沼公園スケート
ボードパーク含む7施設）の改修を行います。

市民・文化
スポーツ
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９．移住定住に向けた支援・受入体制の強化

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ 移住・定住に向けた支援・受入体制の強化

①広報推進 3,834 移住応援サイトの充実を図るほか、移住関連
情報をより多くの方に、また、より必要とする
方に届けるため、Ｗeb広告を活用した効果的
な情報発信を行います。

市民・文化
スポーツ

②ふくしま定住推進 1,570 首都圏等で開催されるセミナー等への出展
や、民泊施設を活用した移住体験事業等を実
施します。

市民・文化
スポーツ

③移住新生活応援 10,664 移住応援サポーターによる相談や引越費用
の一部補助等を行います。
（県外：上限10万円、県内：上限５万円）
また、継続的な移住相談など市の支援メ

ニューを活用した移住者へは、特典として湯
めぐりパスポートを贈呈します。

市民・文化
スポーツ

〇 ④UIJターン移住支援 22,342 東京２３区の在住者等が本市へ転入し、県の
マッチングサイトに掲載の中小企業へ就職し
た場合等に、補助金を交付します。R5より、
子育て世帯への加算を増額します。
（R4：30万/人 ⇒ R5：１００万/人）

市民・文化
スポーツ

⑤多世帯同居・近居支援 3,700 県が実施する親子三世代が同居・近居する
ための住宅取得費用等助成事業に本市独自
で上乗せをします。

市民・文化
スポーツ

◎ ⑥移住コーディネーターの
配置

4,715 多様化する移住希望者のニーズに対応した
移住相談、関係機関や団体とのマッチング、移
住後のフォローなどを行う移住コーディネー
ターを配置します。

市民・文化
スポーツ

〇 ⑦空家等対策推進 18,610 空き家の発生予防のための普及啓発や、空
家リフォーム等の利活用支援、空き家バンクの
機能拡充など、空き家の解消と利活用に取り
組みます。

都市政策

⑧クリエイティブビジネス
サロン管理運営【再掲】

18,270 福島市クリエイティブビジネスサロンを指定
管理施設として管理運営し、新たなビジネス
スタイルを支援します。

商工観光

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑨「ゆとり満喫福島オフィス」
開設支援【再掲】

10,000 本市内へのオフィス開設等に係る費用の一
部を補助し、温泉、農業、果物が満喫できる
「ゆとり満喫エールパスポート」を併せて贈呈
します。

商工観光

⑩結婚新生活支援【再掲】

〇 １）出会いの場創出 4,154 独身男女に対する出会いの場の提供や、ラ
イフサポーター、マリッジサポーターによる出
会い・結婚相談事業に加え、 セミナー、個別
レッスン・相談を実施します。

市民・文化
スポーツ

〇 ２）結婚新生活支援 143,640 新婚世帯の住宅の取得や貸借費用（敷金・礼
金・家賃等）及び引越費用等の一部を補助しま
す。
R5より所得制限を一部撤廃し、対象世帯を

拡充します。
①住宅スタートアップ 15万円
（夫婦所得 R4：400万 ⇒ R5：制限なし）

②家賃最長2年間 最大48万円
（夫婦所得 R4：400万 ⇒ R5：500万）
（2年継続は市独自）

③マイホーム購入・リフォーム 30万円
（夫婦所得 R4：400万 ⇒ R5:500万）

市民・文化
スポーツ

◎ ⑪ふくしま☆スタイル
住宅整備
【再掲】

300,000 収支バランスを考慮した魅力ある市営住宅
を整備し、優先入居により新婚・子育て世帯を
支援します。

都市政策

◎ ⑫ふくしま☆スタイル
住宅リノベーション
【再掲】

18,000 小学校に近く長期間空室となっている市営
住宅に付加価値をつけて改修し、優先入居に
より新婚・子育て世帯を支援します。

都市政策

２ 「子育てするなら福島市」の実現【再掲】

すべて再掲
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10．市民総活躍と市民共創のまちづくり

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ 誰もが安心して暮らせる共生社会の実現【再掲】

すべて再掲

２ 女性が活躍できる地域社会の形成

①男女共同参画の啓発 822 「ふくしまさんかく通信」の発信や「あなたか
らのメッセージ」募集を通して、男女共同参画
意識の啓発を図ります。

総務

○ ②ふくしま起業女子応援
パッケージ

592 起業にチャレンジしたい女性を対象に講座
を実施するほか、起業体験やお試し起業を充
実させ、起業まで継続的にサポートします。

総務

③みんなの活躍応援 288 経営者を対象に、女性活躍や多様性尊重の
考え方を醸成するセミナーを開催します。

総務

④働く女性応援企業認証
【再掲】

1,２27 女性が活躍できる職場づくりや、仕事と家庭
の両立に対する支援を積極的に行う中小企業
を本市独自の基準で認証し、広く公表します。
（認証企業数72社
うちゴールド４社 R４末日現在）

商工観光

○ ⑤女性活躍推進セミナー
【再掲】

2,000 女性活躍セミナー、キャリア形成セミナー、職
場復帰セミナー、キャリア継続セミナーを開催
し、女性の活躍を支援します。

商工観光

⑥女性の創業応援利子補給
【再掲】

2,311 創業融資に係る利子を２年間補助します。 商工観光

⑦女性の相談支援 5,907 配偶者等からの暴力や離婚、生活の悩み等
について、女性からの相談に対応するため、
専門の女性相談員を配置します。

こども未来

⑧ひとり親家庭自立支援 13,365 ひとり親家庭の自立促進と生活安定を図る
ため、資格取得費用等の一部を助成します。

こども未来

⑨女性リーダーの育成 2,775 女性学級の各地区での開催や、研修会等を
実施します。
（女性学級２７学級）

教育委員会

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

３ 人生１００年時代に対応した高齢者の元気づくり【再掲】

すべて再掲

４ 共創によるまちづくりの推進

①地域コミュニティ等の支援
【再掲】

18,132 地域ごとの主体的な取り組みにかかる経費
の一部を補助します。また、各地区の令和４年
度の健康づくりの取り組み実績に応じて、ま
ちづくり交付金を配分します。

政策調整

②市民活動活性化支援
【再掲】

1,867 設立間もない市民活動団体の組織基盤強化
や、複数の団体による連携事業にかかる経費
の一部を補助します。

政策調整

③産官学連携プラット
フォームの推進

2,000 産業界・市・高等教育機関による連携体制
「福島市産官学連携プラットフォーム」を活用
し、若者の地元定着や人材育成等の地域課題
の解決に取り組みます。

政策調整

④ふくしま元気トークの開催 206 市民の思いを市政に反映するきっかけとな
るよう、「開かれた市政」の一つの場として、市
長と市民との直接の意見交換会を開催します。

政策調整

〇 ⑤都市間交流推進 2,519 友好都市協定を締結した東京都荒川区、交
流都市山口市との物産や観光を通じた交流、
また、パートナーシティ協定を締結した愛知県
豊橋市との交流などにより、本市のさらなる
魅力発信、交流人口の拡大に取り組みます。

市民・文化
スポーツ

商工観光

◎ ⑥関係人口創出団体の育成 1,000 首都圏との関係人口及び経済活動の創出・
拡大のために民間団体等が実施する事業のう
ち、実現性が高く、将来の自立性・継続性が見
込める事業に対して、費用の一部を補助しま
す。
（事業費の2／3 上限500千円）

市民・文化
スポーツ

⑦地域生活基盤整備 150,000 自治振興協議会からの提案に基づき、道路
側溝や交通安全施設等の生活基盤を整備しま
す。

建設

⑧小型除雪機械購入補助
【再掲】

1,200 町内会等が地域の生活道路や通学路等の除
雪を行うために導入する小型除雪機械の費用
の一部を助成します。
（購入費用の1／2 上限300千円）

建設
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑨ふくしま花のまちづくり 7,080 福島駅前通り、東西駅前広場にフラワーバス
ケット等を設置します。
また、市民共創で花のまちづくり事業を推進
します。
（チャレンジガーデン認定件数：48件）

都市政策

⑩地域と学校の共創推進 964 地域学校協働本部の組織化を図り、地域全
体で未来を担う子どもたちの成長を支える地
域教育力の向上につなげます。

教育委員会

○ ⑪公立夜間中学の開設
【再掲】

42,757 県内初の公立夜間中学のＲ６．４月開校に向
けて生徒募集を行い、入学予定者のニーズに
対応できるように教育環境の整備を進めます。

教育委員会

⑫ふくしまマスターズ大学 3,300 著名な講師による講演会を開催し、生涯学
習の推進を図ります。

教育委員会

⑬公共施設等総合管理計画
の推進

１）（仮称）市民センター整備
【再掲】

1,546,541 老朽化した中央学習センター、敬老センター、
市民会館の一部の機能を統合・複合化し、市
民交流機能、議会機能、防災機能を有する
「（仮称）市民センター」の整備を進めます。
Ｒ５は、建築工事を進めます。

財務

２）清水支所建設
【再掲】

376,413 ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）に対応
した清水支所庁舎の整備を進めます。
（Ｒ５完成予定）

財務

全体事業費
（継続費分）

594,200千円

Ｒ４ 271,660千円

Ｒ５ 322,540千円

全体事業費
（継続費分）

6,798,853千円

R4 406,454千円

Ｒ５ 1,474,444千円

Ｒ６ 4,917,955千円
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11．新たな施策への挑戦と発信による都市ブランド力の向上

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ 新たな施策への挑戦と発信

①福島市応援関係人口創出 3,965 福島市ゆかりの会及び東京ふくしま笑而会
への加入促進と会員同士の交流会を実施し、
関係人口（本市のファン）の創出・拡大を図り
ます。

政策調整

②ふるさと納税促進 ６８０,１０１ まちづくりを前面に打ち出し、賛同と共感を
得ながらふるさと納税による本市への寄附を
促進します。寄附目標 1４億円。

政策調整

○ ③シティセールス推進 ４,596 マーケティングデータ分析ツールの活用と
SNSによる情報発信を仕掛け、本市の認知度
向上とファン拡大を図ります。
また、消費額日本一の名物料理コンテストを
開催します。

政策調整
商工観光

④ふくしま田園中枢都市圏
推進

4,000 ふくしま圏域９市町村が持つ都市機能や強
み、特長等を生かし、魅力あふれる圏域の実
現に向けた取組を連携して推進します。

政策調整

○ ⑤メディア広報 43,307 各メディアや福島駅西口のエールビジョン等
を活用し、市政情報などを効果的に発信しま
す。R5からは、テレビのデータ放送を活用し
た情報発信をスタートします。

政策調整

⑥市ホームページの充実 3,135 チャットボットの運用と内部検索機能を強化
し、ホームページによる情報発信力の向上を
図ります。

政策調整

⑦市政だより等作成 104,928 市政だより等を発行・配布し、市政情報及び
観光・伝統・文化等の各分野における本市の
魅力を広く発信します。

政策調整

⑧ふくしま元気トークの開催
【再掲】

206 市民の思いを市政に反映するきっかけとな
るよう、「開かれた市政」の一つの場として、市
長と市民との直接の意見交換会を開催します。

政策調整

◎ ⑨地域全体のデジタル推進 5,546 「ふくしまデジタル推進協議会」が中心と
なって、オープンなデータ連携基盤を活用し、
市民の利便性向上や地域課題の解決等を図
る先導的デジタルサービスを検討するととも
に、デジタル化の機運を高めるセミナーを開
催します。

政策調整

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）
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12．ICTを活用した行政・経済・社会の変革

事業名 予算額（千円） 説明 担当部

１ ＩＣＴを活用した行政の変革

◎ ①システムの標準化とガバメ
ントクラウドへの移行

31,460 自治体DX推進のため、住民記録、税、福祉
などの業務システムを国仕様に標準化し、R8
からガバメントクラウド（国データ基盤）で運
用できるよう準備を進めます。

政策調整

②オンライン会議の推進 5,470 多人数対応のオンライン会議や動画作成配
信可能となるシステムを運用します。

政策調整

③ICTによる業務効率化 6,577 RPA（パソコン上の自動処理）、AI-OCR（紙
からのデータ起こし）、音声自動文字起こしシ
ステムを活用し、業務効率化を図ります。

政策調整

④文書管理システムの運用 24,144 文書のデータ化、電子決裁、文書のデータ保
存管理ができる文書管理システムを運用しま
す。

総務

◎ ⑤議会答弁検討システムの
運用

924 本市が開発に携わり新たに稼働する専用シ
ステムを活用し、議会答弁の作成・検討業務の
効率化、ペーパーレス化を推進します。

総務

⑥ＢＰＲ手法を活用した
業務改革・改善の推進

5,000 ＢＰＲ（ビジネス・プロセス・リエンジニアリン
グ）手法を活用して 業務内容や事務フローの
見直しを図り、行政サービスのデジタル化等、
業務改革を進めます。

総務

⑦次期基幹システムの構築 285,439 住民記録や税、国民健康保険等、市の業務
の基幹となる情報を管理するシステムの更新
を行います。（R5完成）

政策調整

⑧ＩＣＴ人材の育成 2,500 本市の積極的なデジタル技術活用を進める
ため、職員研修を実施し、ICT人材の育成を
図ります。

政策調整

⑨自治体オンライン手続の
推進

3,330 マイナポータルからオンライン申請された
データを市の各業務システムへ連携させます。

政策調整

⑩電子入札の実施 5,847 応札者の利便性の向上を図り、また、コロナ
禍や災害時にあっても入札を継続するため、
電子入札システムの運用を開始します。

財務

◎・・・新規事業 ○・・・一部新規及び事業の拡充
（説明欄中下線の部分）
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑪基幹GIS推進 3,773 市道網図や各ハザードマップ等をふくしまe
マップで公開し、市民サービスの向上を図りま
す。

政策調整

⑫ＧＩＳを活用した家屋管理
システム導入

82,630 航空写真と課税データの紐づけを行うこと
で、市内全域における定期的な家屋の異動
（新築や除却）の確認を行います。

財務

⑬災害対策オペレーション
システムの運用
【再掲】

21,917 災害情報などを一元的に収集・管理する総
合防災情報システムや、防災アプリを運用しま
す。

危機管理室

◎ ⑭河川水位予測システム導入
【3月補正前倒し】
【再掲】

（43,800） 新たに設置する市独自雨量計や既存水位計
等とデータ連携することで、突発的豪雨にも
対応可能となる、中小河川の氾濫予測システ
ムを導入します。
※すべて３月補正に前倒します。

危機管理室

⑮セキュリティ強靭化対策 21,305 市が扱う情報を安全に通信する仕組みを運
用し、情報セキュリティ体制に万全を期します。

政策調整

２ ICTを活用した経済・社会の変革

◎ ①地域全体のデジタル推進
【再掲】

5,546 「ふくしまデジタル推進協議会」が中心と
なって、オープンなデータ連携基盤を活用し、
市民の利便性向上や地域課題の解決等を図
る先導的デジタルサービスを検討するととも
に、デジタル化の機運を高めるセミナーを開
催します。

政策調整

◎ ②地域活性化起業人の活用 13,700 総務省の制度を利用して富士通Japan㈱の
デジタル人材を受け入れ、地域全体のデジタ
ル化を一層推進します。

政策調整

◎ ③デジタル人材バンクの設置
運営

500 市内で活躍したい思いを持つデジタル人材
と、課題を持つ中小企業や団体等のマッチン
グを行います。

政策調整

④マイナンバーカード交付 129,413 マイナンバーカードの申請受付や交付事務
に係る体制強化を継続し、マイナンバーカード
のさらなる取得率向上を図ります。

市民・文化
スポーツ

⑤おくやみ窓口の運営 549 各種届出を一括して取り扱うことで、市民が
「待たない」「書かない」「動かない」窓口の運
営をします。

市民・文化
スポーツ

◎ ⑥オンライン申請推進 2,751 来庁せずに各種証明書を受け取れるよう、
マイナンバーカードを利用して、オンラインで
申請・決済を可能にします。

財務
市民・文化
スポーツ
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

⑦マイナポイント申込手続
サポート

18,539 R5年２月までとなっていたマイナポイント申
込期限の延長に伴い、引き続き、申込手続を
サポートします。

政策調整

⑧公共施設予約システムの
運用

23,097 公共施設のオンライン予約システムを運用し、
キャッシュレス決済にも対応します。

政策調整
商工観光
市民・文化
スポーツ

都市政策
教育委員会

⑨窓口キャッシュレス決済 7,715 窓口手数料のキャッシュレス決済を促進し、
市民サービスの向上及び新型コロナウイルス
の感染リスク軽減を図ります。

財務
市民・文化
スポーツ

環境

○ ⑩ＬＩＮＥの活用 5,629 市ＬＩＮＥ公式アカウントによる市政情報発信
や市民通報のほか、予約ができる各種相談・
講座・イベント等を拡大します。

政策調整

⑪行政手続案内システムの
運用

726 スマートフォン等から簡単な質問に答えるだ
けで、個人の状況に応じた手続やサービスの
案内ができるシステムを運用します。

健康福祉
こども未来

⑫保育所・幼稚園の登園管理
システム運用

14,573 保護者との連絡や登降園情報などを一元管
理できる「業務支援システム」を運用します。

こども未来

⑬オンライン保健指導
【再掲】

568 離乳食相談会や妊婦教室等をオンラインで
実施します。

こども未来

⑭福島型オンライン授業
【再掲】

402,052 児童生徒１人１台の端末をすべての教科、多
くの授業で活用し、情報活用能力の育成を図
ります。

教育委員会

⑮新入学児童家庭Wi-Fi
環境整備支援
【再掲】

400 新小学１年生等の家庭内インターネット環境
整備費用を補助します。

教育委員会

◎ ⑯学校図書館のICT化
【3月補正前倒し】
【再掲】

（131,865） 小中特別支援学校の学校図書館の電子化と
学校間や市立図書館と連携するシステムを整
備し、児童生徒の読書活動や家庭学習を推進
します。
※すべて３月補正に前倒します。

教育委員会

⑰電子図書館の運用 3,411 市民のライフスタイルに合わせた利用ができ
るよう、電子図書館を運用します。
（電子書籍 約11,000タイトル）

教育委員会

◎ ⑱健康観察アプリ導入
【再掲】

2,664 小中特別支援学校の児童生徒に対して、新
型コロナウイルス感染に伴う体調管理及び連
絡のツールを整備します。

教育委員会
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事業名 予算額（千円） 説明 担当部

◎ ⑲こむこむ館のデジタル
コンテンツ導入
【3月補正前倒し】

（６２，４０５） 情報機器の更新に合わせ、プロジェクション
マッピングを活用したデジタルコンテンツを導
入し、最新のデジタル技術をいつでも遊びな
がら学べる場を提供します。
※すべて３月補正に前倒します。

教育委員会

○ ⑳電子町内会の推進 1,034 電子メールやウェブサイトを活用した電子町
内会を支援し、情報伝達のデジタル化・迅速化
を図ります。
（R4：38町内会 ⇒ R5：４４町内会）

政策調整

○ ㉑高齢者デジタル活用
サポート

20,000 高齢者等スマートフォン利活用講座を、各学
習センターや集会所等へ出向き実施します。
また、デジタル活用相談窓口を設置運営す
るほか、シルバー人材センターICT班の活動
を支援します。

政策調整

○ ㉒高齢者やこどもの見守りの
推進
【一部１２月、3月補正で予算
計上済】
【一部再掲】

101,312 認知症の方の身元確認ツール（QRコード）を
活用し、住み慣れた地域で安心して暮らせる
地域づくりを支援します。
また、保育所などによる送迎バスへの安全
装置の設置、登園管理システム等の導入を支
援し、こどもの安心・安全対策を強化します。

健康福祉
こども未来
教育委員会

介護特会

◎ ㉓除雪車運行管理システム
導入
【３月補正前倒し】
【再掲】

（10,769） 除雪車運行管理システムを導入し、効率的な
除雪作業を行います。
※すべて３月補正に前倒します。

建設

〇 ㉔ももりんシェアサイクル
運営
【再掲】

21,225 サイクルポートや自転車増大に伴う自転車の
再配置など、シェアサイクルのサービス向上を
図り、さらなる利用促進を目指します。

都市政策

◎ ㉕河川水位予測システム導入
【3月補正前倒し】
【再掲】

（43,800） 新たに設置する市独自雨量計や既存水位計
等とデータ連携することで、突発的豪雨にも
対応可能となる、中小河川の氾濫予測システ
ムを導入します。
※すべて３月補正に前倒します。

危機管理室
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